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は
じ
め
に

E
じ
？
市
川
究
者
保
設
の
独
向
杵

んが
げ
•. l’ 

斗＇＂

国
内
出
レ
ベ
ル
に
お
け
る
法
相
H
京
日
出
護
は
そ
こ
に
考
え
ら
れ
て
い
勾
品
川
u
費
者
山
利
益
か
ら
大
別
す
る
と

が｝
d
L
的
利
益
レ
」
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は
体
的

安
ら
に
ノ
庁
け
ら
れ
ゐ
じ
、
ポ
ケ
ム
の
奥
羽
は
、
消
費
ア
ロ
が
U
J
一
芸
ず
こ
締
結
ず
る
沿
い
々
の

て
、
計
済
的
不
利
低
を
こ
λ

む
ら
な
い

よ
う
に
す
る
ル
ル
で
あ
り
、
役
者
は
、
契
約
を
介

L
て
供
給
さ
れ
る
製
品
十
什
？
ピ
ス
が
消
費
者
の
吋
体
に
よ
心
主
↓
な
彩
替
や
与
ズ
な
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よ
う
に
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服
す
る
ル
ー
ル
と
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え
る
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前
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は
、

ル
、
ル
の
積
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寝
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費
切
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契
約
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て
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業
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誌
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に
け
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消
費
者
の
初
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刊
め
る
か
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ご
）
に
分
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て
き
る
口
後
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は
、
双
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ゃ
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ー
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ス
に
宮
全
長
却
を
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け
わ
る
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ず
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ソ
、
行
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法
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体
内
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司
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分
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れ
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収
台
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さ
れ
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を
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／
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介
？
ご
し

具
体
的
に
は

R
C
J
に
よ
る
判
決
を
通
ギ
＼
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仁
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帯
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は
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に
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滞
の
副
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な
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F

工
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を
述
白
い
ベ
ル
午
、
1
法
注
反
ど
し
て
川
事
訴
追
さ
れ
た
も
の
て
あ

ヅ、
F

）
の
ベ
ル
ド
寸
法
は
、
宣
言
托
輸
入
す
る
染
者
ど
一
戸
、
う
で
な
い
業
者
を
結
果
と
し
て
差
別
す
る
も
の
と
あ
い
け
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条
で
い
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限
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向
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あ
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だ
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い
さ
れ
た
〈
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決
；
力
、

f
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毛
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ク
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さ
ら
に
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開
川
す
る
ハ

～
」
れ
泣
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下
の
よ
う
な
事
案
ご
あ
コ
た
っ

め
る
析
人
業
者
が
フ
ラ
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ス
の
蒸
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山
門

2
5
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こ
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叛
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中
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ア
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、円い
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た
ぷ
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に
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め
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れ
な
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d
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叶
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詰
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柏
入
業
者
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財
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判
所
に
、
当
該
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の
取
り
消
？
を
求
め
て
、

当
該
法
人
は
、
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入
の
豆
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限
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十
L
9

た

E
C
b
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約
二
八
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仁
反
す
一
f

よ
る
こ
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え
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r
財
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判
所
は
、

E
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1
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法
が

E
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約
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反
I

J
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い
る
か
の
先
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ふ
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め

f
r
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1
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パ
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ー
ル
飲
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の
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閉
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を
り
に
め
る
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イ
ソ
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一
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丘
三
れ
y
流
泊
さ
れ
て
い
る
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コ
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、
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認
し
た
。

）
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
あ
た
る
も
の
ζ

し
て
、
レ
一
つ
わ
け
、
財
政
上
の
防
背
、
’
い
足
取
の
佐
市
川
保
認
、
商
取
引
の
公
布

さ
、
消
費
者
保
誌
が
何
不
3
れ
た
c

し
L

だ
が
っ

t
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、

、
、
、

い
な
い
の
に
対

L
f＼
消
安
朽
の
符
済
的
利
品
川
を
も
日
当
化
河
出
ぃ
一
な
し
つ
る
余
地
が
叩
か
れ
た
c

し
か
も
、
ご
め
判
決
が
、
市
費
者

一
コ
条
で
は
人
的
健
出
と
ん
1
命
い
つ
い
て
［
か
一
U

止
し
ど

の内山
M
H的
利
ぺ
川
保
護
を
は
的
と
す
る
指
令
公
市
ヤ
ド
し
仁
条
約
工
L
の
出
費
者
仰
木
湾
政
阪
の
約
一
小
的
承
誌
以
り
川
い
、

引
山
た
ヲ
｝
と
の
な
肢
が

人
さ
い
ま
た
、
判
決
は
、

ア
ル

r
l
ル
飲
応
の
最
低
限
渋
皮
を
定
め
る
こ
と
で
取
引
の
透
明
三
を
ヲ
え
、

hb
い
一
、
は
泊
費
者
川
護
に

る
と
い
う
町
、
ィ
ッ
湖
の
論
拠
に
対
♂
F
L

は、

ブ
ベ
ル
に
法
度
を
TA
小
す
る
と
、
V

トハ
I

肱
川
州
出
提
供
に
よ
り
、

よ
り
ん
U

抑
的
な
消
費
者

伝
護
を
図
れ
る
i
y

し
た

P

こ
れ
に
よ
っ
ぐ
、

作
リ
柿
川
止
の
ん
い
J
り
、
情
説
士
山
抑
枇
い
つ
つ
多
川
憎
み
、
二
間
口
出
引
い
駅
九
円
の
中
か
ら

T
J
円
費
者
mu

判
問
に
よ
る
購
入
選
択
に
委
ね
る
機
会
を
確
保
す

τ
戸
、
は
、
ア
ル
コ
ラ
ル
欽
削
竹
の
悩
ズ
ツ
。

る
政
策
が
い
さ
れ
た

べ
さ
母
低
限
浪
夜
一
い
う
校
術
的
ル
ー
ル
へ
の
池
町
ζ

い
よ
烹
味
で
も
霊
安
で
あ
っ

f
が、

ド

f
J
に
お
け
ふ
低
濃
皮
ア
ル
コ

i

ル
飲

料
の
販
心
制
限
ム
ゼ
消
費
者
の
健
漢
と
い
う
謹
当
て
正
引
化
す
ノ
マ

t－
を
「
紅
白

V
1

1山賀甘仏fまとι｛J、

そ
の
後
の
注
日
す
べ
き
判
決
と

L
て
は
、
以
？
の
戸
巴
う
な
も
の
が
あ
る
」

出
ー
戸
｛
同
日
向
山
口
4

円）⑦出い出常一付、

n
g何
回
お
」
戸

£
H

何
一
行
問
ω
3
5
H
（
］
士
）

M
H
H『
古
川
）
）

ド
イ
ツ
の
元
ム
か
ベ
パ
ギ
ヲ
の
山
手
？
に
け
門
議
形
の
容
お
に
人
つ
ふ

7
ガ
リ
／
を
版
元
す

会一
J

一、
y
p
n
、

た

J

ぺ
F
L
μ
何

ギ
、
の
法
律
が
決
わ
り…
 
字、

wv
リ
ン
肉
体
主
た
は
そ
の
包
装
か

υ一
方
体
去
は
な
い
も
の
は
、
山
肌
刈
で
き
な
い
三
／
一
三
な
っ
た
た
め
、

円
一
三
は
川
、
？
か
り
の
約
八
日
間
受
知
を
犯
人
口
υ

ど
は
ケ
〆
プ
ル
ク
地
裁
に
按
訴
。
治
法
は

F

）
の
で
つ
な
制
限
が
八
条
の
量
的
制
限

≪ 
Jし
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肌

じ
あ
た
る
か
に
つ
ミ
、

q
A
決
Wぃ
V

刊
を
求
め
と
ン

E
C
j
は
、
形
状
の
制
限
は
部
門
費
者
が
誤
認
？
〆
九
三
γ

し
と
い
う
円
的
手
一
泊
泊
二
、
お
り
、
川
問
責
v告
は
友
不
な
い
y

♂
他
の

k
り
制
限
的
ご

斗＇＂

な
v
千
段
一
じ
川
州
議
さ
札
h

J

る
と

ベ
ル
ギ
ー
ヴ
い
の
こ
の
よ
う
な
一
札
制
ん
ζ

認
め
な
か
コ
た

円
。
コ
ニ
一
，
L
U
C
コ
ゼ
口
。
】
三
百
F

己
叱
（
h
n
Zニ
レ
］
吋
民
＼
∞
一
（
］
む
民
吋
）
］
出
AU
，同］
M
U
U～二日一山｝｛
W
V
吋））

イ

y
伝一刀

一
定
的
日
間
近
方
は
に
従
ー
も
の
の
み
を
ピ

l
y
と
し
て
版
f

心
す
る
こ
と
を
ま
し
て
い
る
こ
と
ー
ベ
添
加
物
を
今
け
よ
い

ピ
1
ル
坂
完
の
八
十
回
祭
止
に
つ
一
い
一
丸

7
4

ミ
ァ
ン
日
ノ
が
、
ィ
ソ
政
府
や
訴
ズ
た
わ
主
口
制
限
的
合
泊
費
者
保
護
の
力
が
が
あ
る
と

L

て
、
先
的

u
v
d
F

れ
も
相
当
性
じ
わ
ん
ミ
、
二
八
条
に
反
す
る
も
の
と
さ
れ
た
〈

e
p回l
同一
A
Z（）
F
1
h
2
k
（
Cmmν
山
訟
に
＼
主
｛
］
一
歪
）
）
同
何
回
忌
叶
（
叶
山
口
実
｝
）
｝

原
告
は
ル
フ
ヒ
J

ワ
ル
ク
的
事
業
者
の
ね
拾
を
午
、
去
し
、
被
告
は
ペ
ル

1
4
1
両
内

と
り
わ
リ
ル
ク
七
J

ブ
ル
ク
と
の
ロ
丸
、
見
川
ur」
C

ス
ー
パ
ー
マ

l
今
ソ
～
を
給
品
川
け
す
る
事
業
者
で
あ
る
c

被
パ
什
は
、

ベ
ル
主
ー
で
も
ル
ク
ヤ
〆
プ
ル
ク

C
も
f
h
h
止
門
下
’
ラ
シ
ー
を
配
布
し
て
い

fこ

~＇ 
以
牛
円
二

被
告
の
ふ

J
7ン
の
作
い
山
バ
ベ
カ

時
的
缶
格
℃
の
提
官
い
に
は
提
供
山
期
間
三
副
の
判
ほ
併
を
記
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
ル

ケ
ゼ
〆
プ
ル
ク

U
に
此
J
9
る
と
（
一
丸
γが
止
を
求
め
ど
提
f

叶
〔
第

客
、
第

審
は
原

E
の
王
張
ゃ
い
え
内
什

J

ル
ク
て
ン
ア
ル
ク
破
支
杭
は
、

光
決
判
断
チ
一
求
め
た

υ
E
C
j
二、

E
仁
の
ポ
り
ン

i
が
消
費
若
山
山
識
と
れ
費
者
へ
の
村
部
川
出
札
供
内
問
f
h

緊
討
な
関
係
を
l

J

、ス

f1v
み

一
と
を
、
山
ベ

九
じ

uh
の
P

上
一
一
川
プ
ロ
グ
↑
ノ
ム

也
八
一
片
の
第
一
次
／
口
グ
ラ
ム
仁
三
段
九
あ
ゐ
一
庭
山
μ
刊
誌
へ
の
出
費
者
mu

ア
ク
ふ
ス
を
禁
止
寸
ゐ
M
川
内
法
が
消
資
者
保
誌
に
悶
寸
ブ
る
強
行
的
支
3

百
に
仁
り
王
山
ル
川
さ
れ
る
干
と
は
な

v
f
v
J／

r

4
h
H
H
W

合
作
向
戸
、
戸
山
口

ω
%
台ザ一一司（戸川一司］戸、
F

，出叶円心円（一一｝に】宮司中））
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オ

7
Jダ
の
業
者
が
生
誕
し
た
食
肉
加
i
食
？
叫
が
ド
イ
y
の
法
待
に
反
す
る
と
し
て
訴
追
さ
れ

…
引
金
全
科
せ
ら
れ
わ
～
刑
事
丁
続
い

し
げ
い
ご

バ
裁
判
所
が
先
仇
斗
慨
を
求
め
た
。

E
C
Jは

市汁
ιれ
や
添
加
物
の
表
不
に
よ
り
旧
費
者
似
設
は
は
か
れ
る
と
L
C
販
売
t

で
も
制
限
す
る
i
J
y
法
は
二
八
条
通
一
は
と
さ
れ
止
に

他
方

、

強
ノ
わ
的
山
叫
官
」
帝
円
｝
よ
る
例
外
λ

ヤ
誌
め
Lr一れ
ι山
と
し
て
山
凶

以
F
の
も
の
が
あ
ゐ
へ

町《
ν
－Fvphr］戸内
M
L
2
L
］－

X
E
2
C吋
出

〉

山
口

L
t
c
r
r〈
山

d
H
K
ν
宮
山
】
ヱ
ベ
山
内
己
乃
己
戸
内
｝
ユ
九
日
】
｝
戸
内
一
三
｛
可
山
内
問
ニ
コ
《
－
yh
ゐ
一
出

CFL
ベ
｝

ペ
山
作
一

m
C
2】
ミ

与

さ

Z
L
m
u
円

三

戸

Z
H
F
N
（
（
吋
）
羽
山
門
リ
）
（
（
リ

2
2
日＼

AX）
マ
日
J
1
4
d

＼
戸
士
山
三
円
宅
］
］
伺
門
J
出
ム
］
山
】
（

μい
叶

高
波
ほ

γ
ル
コ
ル
飲
料
引
販
売
チ
禁
ず
る
加
盟
記
法
を
止
当
化
L
＃
も
の
n

事
案
は
、

一
一
一
皮
以
上
の
ア
ル
コ

i
ル
強
皮
の
飲
料

の
守
い
を
一
定
の
場
折
、

校
体
仁
限
り
Ih一
示
ず
る
法
に
よ
り
、
行
式
訪
を
利
せ
ら
れ
た
仏
白
業
者
が
カ

2々

ロニ

y
保
険
社
会
安
全
汁
有
梓

手
取
り
、
当
該
一
付
及
処
分
ー
を
下
い
必
詐
1
一た
U
E
C
条
的
二
九
条
の
〕
取
り
お
輸
入
税
引
恨
の
3
4
止
を
枚
知
ル
一
す
ゐ
。
カ
タ
ル

l
一一
T

L

－
級
裁

判
併
は
、
先
渋
判
断
を
仰
い
だ
へ
ー
な
わ
ち

本
作
の

Uι
ー
は

E
C
条
約

八
条
の
呈
約
輸
小
川
山
制
奴
に
当
た
る
か

1山賀甘仏fまとι｛J、

第
一
的
問
が
肯
定
3
1
る
場
合
、
当
該
規
制
は
、

E
f条
約
一
へ
J
一条

LL～に
k
り
乙
当
化
交
－
れ
る
か

U

" " 

ト
記
の
公
血
一
束
の
川
阻
康
に
も
丸
山
ノ
ノ
、
一
札
制
は
、

戸一同粂
μ却
す
、
の
〕

よ
山
奇
的
手
別
に
ψ
」

iht引かハ

3 
ご
日
リ

L

C

3
f
r
／
 

ぶ
判
決
は

九
九
一
九
刊
の
P
7
7

ク
事
件
判
決
（
後
指
③
）
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
仏
己
の

の
制
限
を
二
八
か
た
の
量
的
制
限
に

の
制
限
は
、
販
売
慾
九
ん
の
制
限
で
あ
り
そ
も

ゴ
市
い
コ
寸
る
y

一長

γ
え
て
い
た
〉
ケ
っ

非
J

ヤ
別
的
ヘ
ム
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一三

肌

量
的
制
限
に
訪
中
i
し
な
い
こ
と
と
れ
ゆ
る

J

本
判
決
は
、
一
行
条
の
一
九
日
系
の
油
吃
取
を
理
山
内
仁

ι当
化
さ
れ
る
二
ー
と
を
必
め
ん
コ

,-
、J

条

L

え
に
よ
る
主
ψ
」
化
レ
｝
カ
シ
ス
判
決

｛
前
掲

my
ぜ
行
ら
れ
た
強
行
的
安
請
に
よ
る
当
化
ー
の
関
係
は
、
京
別
的
抗
同
に
か
か
わ
布

斗＇＂

川悦Q
U
 

8
 

6
 

4
 

cn 

－
」
の
に
う
な
制
限
が
条
約
一
八
条
に
反

T
お
か
肖
か
が
問
題
と
な
っ
た
〈
に
一
人
｜
ラ
ヌ
プ
ー
ル
裁
判
所
は
光
仇
判
断
を
求
め
丈
ハ

MU川
以

。
条
は
限
定
列
挙
で
あ
る
の
に
い
刈
三
非
主
別
的
抗
置
に
か
か
わ
ゐ
強
行
的
安
寸
前
山

A
E
C
－
の
判
断
に
依
存
寸
る
二
と
に
な
る
と
考

え
勺
れ
る
が
、

市川一

rdこ
の
区
別
が
流
動
化
？
ー

ナ

μ

別
的
囲
内
法
措
置
に
も
、

強
行
的
要
引
け
い
い
J
る
王
当
’
ぺ
が
阿
川
口
ら
れ
る
c

③
町
内
2
r
ヘ（
K
M
5
2
5叶
＼
三
々
日
ぷ
恒
＼
況

刊
行
同
小
山
（
）
心
U
1
3
h
M

戸
店
甲
臼
）
）

本
判
決
は
、

羽
宝
九
の
士
五
倍
以
下
で
院
い
叛
完
t
る
こ
と
を
祭
ず
る
ブ
一
ノ
ン
ス
伝
に
反
（
た
と
し
ず

業
者
か

J

川
市
氾
さ
れ
れ
一
事
什
に
持
を

パ
ん
十
3
ヴ
ハ
叫
っ

E
E
J
は、

ダ
ソ
ノ
ン
ヴ
ィ
ル
判
仇

に
よ
る
広
L
解
釈
に
対

f
る
乙
札
ま
で
の
批
川
円
を
考
慮
二
、
、

川市迷、

形
状
、
十
八
九
一

一前掲－

f

さ
、
重
呈
、
配
合
、
体
法
、

ラ
ベ
ル
、
包
装
な
ど

ω、
商
品
が
み
「
す
べ
き
V

一
件

と
旦
パ
な
一
一
、
販
売
抱
！
校
一
井
一
一
ヨ
m

戸
4
】「
Ar｛コ
η々
吋コ勾コ持抗、

国
内
定
口
山
じ
も
輸
入
門
山
に
も
い
れ
ず
し
く
作
い
い
「
ゐ
常
黒
豆
て
あ
る
か
ぎ
り

八
条
て
い
え
ノ
量
的
制
限
に
あ

の
制
限
は

一
〉
ご

丈

t
4
し

と

L
た
上
で

小
完
痛
が
消
費
す
に
刻

L
て
原
州
ん
γ
：
ー
刊
る
州
終
】
で
出
μ

は
あ
る
し
は
販
売
を
必
ず
る
フ
ラ
ン
ス

同
阿

法
は
阪
い
ル
午
置
い

F

九
一
の
制
限
で
あ
り

一
八
条
の
泊
吋
が
な
い
と
し
た

J

本
判
決
が

の
八
了
小
出
｝

引
開
川
図
の
消
費
者
政
策
的
’
J
回

vh
け
た
ご
と
は
情
か
だ
が

消
費
者
保
潔
か
城
門
レ
ベ
パ
以
下
の
加
混
同
法
レ
ベ
ル
に
岡
山
止
さ

販
売
態
一
い
制
限
と
与
れ
る
か
員
り
市

れ
ご
る
と
い
う
併
告
も
そ
の
長
（
内
と
じ
て
も
つ
υ

こ
の
込
町
川
や
、
そ
の
uh山
科
記
併
は
な
お
不
明
確
必
も
の
が
残
る
C
さ
れ
る

U

で
の
役
の
関
連
す
心
判
決
と
し
て
、
ュ
下
の
も
の
が
あ
る
c

一｛ご
2
乃
ベ
ロ
戸
こ
ロ
《

d
f

町、川、一山＼叫日一戸川る山］］円（
4

国
会

J12y

ヌず
」



k
f
y
C
J
る
付
の
だ
剤
師
会
内
定
め
る
会
員
の
恥
待
相
川
停
に
お
い
て
、
医
業
部
外
um
の
過
度
の
広
告
カ
ぷ
止
、
れ
て
い
七

ν

二
の

規
律
は
、
事
下

7、
上
、
栄
町
外
T
の
N
h
一
来
部
外
υ
山
山
広
ヨ
い
を
川
王
子
る
も
の
だ
と
二
＼
数
人
の
薬
剤
M
仰
が
己
的
規
律
の
年
効
を
求
め

一品
L

た
っ
件
的
行
政
裁
判
所
は
、
こ
れ
が
輸
入
町
長
的
制
限
に
あ
た
る
か
百
か
に
つ
、
二
、
先
決
河
断
を
求
め
れ
ハ
ハ

ι
c！
ロ
ケ
ッ
ク
川
内

決
を
援
m
u
u
て
、
日
以
完
望
校
の
制
限
で
あ
り
、
そ
も
そ
も

E
f条
約
が
村
山
市
「
ゐ
輪
へ
の
量
的
制
限
に
当
た
ら
な
っ
し
｝
〕
人
／
c

（川川口「
E
J｝

2η
！
日
三
E

J

4
』

J』
J
H
D
H
M
仏
F
向品（
F

，hH
r
m

にに＼甲
ω
一
円
宿
泊
印
山
w
m
A
河
口
4
W

（3
h
h
H
m
w
中山｝）

［九百一
2
t出ニ
L
2
輸
入
会
怜
は
、
そ
の
相
同
：
皮
の
ス
ー
パ
ー

r
l
ケ
吋
、
で
の

の
テ
レ
ビ
山
台
の
引
一
交
が
ナ
レ
ピ
政
送
会
什

に
よ
れ
J

ソ
7
ン
ス

に
も
と
づ
き
杭
否
さ
れ
た
た
め
、
ハ
り
商
事
裁
判
刈
に
提
訴
〈

パ
り
商
事
裁
判
刈
は
原
書
引
い
抗
議
も
あ
り

分
オ
の
れ
済
活
動
♂
r
A
u
z

を
テ

ν
ピ
広
告
か
ら
排
除
す
る
広
が
条
約
む
指
令
に
反
工
、
い
な
い
か
↓
ふ
円
か
に
つ
き
、

E
C
1
に
先
決
刈
断

を
凡
人
三
め
九
J

ハ」

巨
〔

J
は、

ウ
ソ
h
ノ
判
決
な
と
を
コ
H
U
戸
川
じ
つ
つ
一
、

ぶ
件
に
お
け
ゐ
制
阪
は

販
売
方
法

に
つ
い
て
の
一
｛
之

の
什
山
μ
口

〆ピ広牛［ハ）

会
一
国
主
寸
ザ
h
叫

J
U
の
で
あ
一
れ
ノ
、

阪
弁
態
様
に
閑
ず
る
制
限
だ
か
三
一
八
久
ん
の
週
山
は
及
ば
fo
い〆一
I

J

た

心h
〈

2rpHM門
戸

山

内

J

、N回
出
一

2
耳、
2
手
何
者
2
ケ

伶

〈

ぐ

「戸ケ
C
M
D
F
つ
二
旬
以
内
口
弘
戸
門
医
戸
内
内
｛
hmに向山内吋（
omロズュ
r
J
R

U
H
い＼
ρ
同
一
円
心
。
ふ

日
山
（
間
一
バ
円
吋
（
日
凶
円
心
中
仏
）
）

1山賀甘仏fまとι｛J、

k

イ
y
的
事
主
醤
団
体
治
、

の
主
称

ア
メ

1

刀
小
山
化
引
－
u
山
会
干
の
ブ
ブ
／
ス
と
た
つ
ツ
の
支
柱
に
い
V
－
d
r
＼
化
林
口
出
に

を
使
用
♂
亡
続
ょ
に
す
る
こ
と
の
仔
d
ム
二
本
め
て
提
訴
ゎ

k
f
ノ
の
よ
中
十
：
競
争
防
止
）
い
か
、
川
問
責
v告
に
医
薬
品
ム
玖
認
さ
せ
る
よ
う
な
ん
山

称
使
巨
庁
ゃ
い
也
市
に
「
い
る
－
と
を
抑
川
］
と
ず
る

ν

ベ
ル
）
シ
地
法
は
売
込
山
判
H
断
β

ぷ
め
九
／

c
E
C
j
口
、
ょ
の

k
－
p
h
d
規
制
が
包
投
資
い
伝

わ
守
い
費
い
相
手
同
町
ぃ
抗
さ
せ
る
こ
い
え
意
味
で
川
の
移
助
の
向
山
の
阿
中
こ
し
た
上
て
、
当
士
山
裂
門
聞
の
ド

f
ツ
で
の
版
一
冗
の
実
情
を
考
慮

L
、
消
費
考
会
誤
認
さ
行
一
る

F

）
と
は
な
い
と

J
T
、
山
出
資
者
保
護
、
？
”
へ
の
崎
町
ぷ
こ
い
う
』
当
化
連
訂
は
存
在
し
な
い
と

L
た

J

缶、
Z》
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一三

肌

（mh
〈

2
2
D
m
m
m
mロ
門
口
当
2
3
M
ロ
ニ
百
五
A
L
E三
（
再
考
2
F）
句
｛
昨
年
ロ
計
三
ミ
ω
t
Eァ
ニ
（
門
戸
以
内
わ
い
吋
む
＼
沼
山
（
同
右
中
日
］
向
山
（
一
間
同
甲
山
山
（
品
寸
】
再
出
）
）

E
C条
約
一
へ
条
の
輸
入
の
量
的
制
限
禁
止
と
例
外
し
に

u

て
の
消
費
v宮
山
町
議
の
川
内
係
が
問
題
と
な
っ
た
っ
フ
ブ
ン
ス
か
ら
ピ
イ
ソ
に

斗＇＂

輸
入
さ
れ
た
ア

f
ス
ハ

j
i
l
l

－に、

σ〉

な
き
れ
、
そ
の
知
山
公
l

一
対
応

υ

て
い
る

。
フ
ラ
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
別
問
中
二

O
V
A
活門中

か
の
f
o
つ
な
色
部
分
が
包
装
に
印
刷

F
Aケ
ー
が
、

そ
わ
が
現
h
j
ぷ
増
一
一
事
的
分
に
汁
泌
て
い
な
工
、
一
＼

ド
p
q
y
の

よ
る
手
？
～
ト
ー
め
4
ヴ」十

J

小
い
が
な

3
れ
た
戸

ウ
ル
ン
地
厄
裁
判
所
の
先
決
判
断
引
い
え
に
け
｝
〆

J

い
消
費
者
は

E
C
j
口、

そ
の
」
つ
な
印
刷
例
ノ
一
実
際
の
崎
広
言
の
関
連
日
ア
必
「
し
も
存
存
し
な
い
ご
と
を
珂
解
で
き
る
こ

J

た

⑬
（
J
g
E
2
2
M
ぐ
同
ハ
ロ
立
。
目
五
回
乙
拘

HfR（
門
戸
月
N
H
叶
＼
宰

開（い旧内）｛
F

）日日
H

「」E
H
H
N
λ

）（在〉」

γ
仙
川
叫
均
を
ん
け
わ
た
け
山
山
ラ
ベ
ル
に
校
A
V
対
へ
の
届
出
ア
ン
バ
ー
を
一
記
載

f
る
乙
と
を
命
ず
る
ベ
ル
ギ
ー
渋
か
二
八
条
茂
反
で
は
な
い

か
と
の
疑
い
や
持
コ
た
つ

1
y
y
一
コ
ン
は
抗
訴
r
刊
の
手
続
こ
1

〆
て
、
ベ
ル
干
i

政
府
に
s
M
F
4
状
、
出
店
司
hW主
吉
川
凡
な
と
を
、
孟
つ
J

ふ
＼

ぞ
れ
ぞ
れ
＼
の
ベ
ー
が
ふ
j
t
v収
討
の
同
弘
H

は
よ
中
治
斗
な
も
の
で
あ
っ
か
J

J

｝め

コ
～
ミ
ソ
ン
ョ
〉
は

E
仁
j
f
h
提
訴

E
C
l
は
、
？
「
「
談
情

M
F
が
将
司
人
業
省
じ
包
設
や
｝
「
ノ
ベ
ル
に
れ
山
的
費
財
を
も
ら
し
、

敗
ー
の
制
約
こ
な
ゐ
と

L
、

八
条
J

揖
…
反
を
認
め
、
公
衆
の
健
一
械
や

消
費
者
保
設
で
花
引
化
さ
れ
る
と
い
う
ベ
ル
ギ
ー
政
府
の
－
一
ト
l

u

訟
を
認
め
な
カ
コ
た
、

a≫ 

ぐ出門戸
fMEr
〈（）

nzmリ

ω品加＼む
ω

阿
川
内
向
日
記
お
ふ
（
N
お
お

H
3
3
叶））

物
中
門
叶
ノ
ー
ビ
ス
♂
根
供
に
闘
技
）
た
日
札
口
引
供
H
J
の
禁
lH
宮
、
っ
た
よ
ー
寸

i
ス
ト
り
了
、
出
に
も
と
っ
き
、

オ
i
ス
ト
り
ア
の
試
問
先
行
者

が
ト
イ

y
の
新
聞
託
行
者
に
、

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
レ
な
と
の
一
J
俗
寸
に
く
じ
の
参
町
一
惨
を
よ
八
る
雑
斗
T
4
J
t
ヘ
ト

Jア
で

完

「

る
こ
と
の
停

ιを
求
め
た
の
に
汁
L
、
ウ

f
y
／
刷
出
法
判
所
は
ャ

の
川
口
市
十
い
ふ
却
に
す
る
才
v

ぇ
l
け

Jγ

不
王
政

7
M
U法
の

E
C
条

*'J 

E
仁
j
に
九
決
判
断
を
ぷ
め
た

υ
E
C
l
は
、
本
ρrを
物
に
閑

t
る
吹
件
や
は
な
’
＼
販
売
法
一
い
ア

η
ー
メ
今
吋
主

P

一
四
均
三

〈

A
i
t
i
f
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に
す
る
す

l
ス
i
リ
ア
政
川
引
の
圭
長
チ
斥
け
、
こ
れ
は
制
4
1
斤
の
内
容
に
持
わ
り
、

h
i

設
肢
が
誌
の
木
質
的
部
分
を
な
し
：
い
る
と
し
亡
、

削
人
？
円
前
V

」
出
で
ぶ
と

l
u
、

性

H
i
a
h
J
A
Y－

一
人
条
の
迎
用
あ

η
f
し
た

U

た
だ
し
、
ぷ
本
権
で
あ
る
ゾ
レ
ス
の
多
一
様
性
経
け
の
た
め
に
か
ふ
う
な
割
以
が
正
当

化
y
d
れ
る
か
否
か
は
、

1
1
1

ス

r
リア！一

d
が
誠
査
に
基
づ

べ
き
も
の
と
し
た
〈

一ハ
Cコ
2
2
t
d
g
ヨ
7
乙
当
コ
ロ
ベ
式
全
ロ
ど
（
一

C
2
4川J
2
r戸沖合コ｝
5
5コ山一－
J
Cハ
ご
日
切
九
1
3
（
（
ピ
耳
石
F
、
は
民
［
六
と
｝
］
｝
円
（
〕
完
｝
叶
中
印
（
民
μ
M
C
C
一J）

雑
誌
に
お
け
る
ア
ル
コ
、
ル
飲
料
u
h
吉
の
と
止
を
う
う
た
っ
ス
ウ
ヱ
v

デ
／
法
一
い
も
乙
ゴ
さ
一
y

／
プ
ヂ
ヘ
マ
ン

の
発
行
包
乃
1
1
1
や

h
人
小

め
k
r
t
o

汁
｝
ピ
ス
提
供
の
口
討
し
し
の
地
合
性
に
つ
き
元
半
、

ス
ト
ク
ふ
わ
ル
ム
区
I
叫
判
所
は

ι
r
jに
｝
の
然
オ
の
、
引
の

JHj当
一
移
助
、

川
町
を
求
め
え

n
E
C
Jは
？
）
の
余
止
が
陪
害
に
な
る
と
し
つ
つ
も
、
人
の
陵
中
宋
を
列
山
開
C
す
る
正
当
化
は
可
能

c
L
、
た
だ
そ
れ
が

相
当
相
の

品
た
す
か
は
当
刈
裁
叫
一
泌
が
判
断
J
7
べ
与
と

L
た。

（占コヨヨ日

山η仰
向

4コ
2川一
v

k

ゴ
F
一山内伸可、井一」允
Y

／ナ一一
J2Fd
戸
ヌ
一
〈
v
r
命寸ゴ（
A
f

一戸川々
ゲい斗］＼川旬、
f
h
h
v山民、＼山町ム沼
C
一f
～＼
mw
－
ω
Z
L

い山一＼山町ム

亡
さ
叶
］
］
（
一
河
川
2
3
（
2
3
3
3）

山
岳
と
い
う
九
日
や
閑
苧
な
し
に
食
品
に
使
川
す
る
？
と
を
剖
制
限
す
匂
ブ
一
ワ
ン
ス
法
に
反
し
た
こ
二
＼
引
食
品
製
造
・
販
出
業
者

1山賀甘仏fまとι｛J、

が
両
市
ぃ
一
三
れ
た
お

L

畠
は
仏
日
記
。
第

審
は
わ
un
什
ノ
一
し

E
C
1
は

」

九
日
日
清
棄
院
は
す
よ
汀
断
会
一
ボ
め
る
に

山
岳
」
は
プ
ラ
ン
ス
庄
内
の
泊
域
を
指
し
、

の
山
崎
九
i

ド
は
ふ
も
そ
も
満
わ
す
：
に
の

C
き
な
い
民
件
い
で
あ
り
輸
入
の
降
古

と
な
る
か
ら

八
条
の
迎
用
が
あ
る
l
f
L
、
二
八
条
流
反
と
す
る
u

ま
た
、
正
中
I
化
坪
山
間
と
し
ぐ
の
応
地
の
白
米
の
制
昨
日
散
に
川
河
し
、

山
町
は
『
〕
の
意
味
で
の
由
来
長
一
小
ご
は
な
い
！
と

L
止し

／｝｝己｝《
ν
同

2
4
1
5
r
E
y
d
q
Z
E
三
2

2
円ニ－
5
5
2
E
（
（
紅
話
。
弘
ム
＼
世
山
（
］
山
南
ぷ
町
内
同
ご
た
（
｝
｛
）
山
山
口
3
1
3）
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一三

肌

要
話
さ
れ
て
レ
な
い
電
話
勧
誘
を
禁
ず
る
寸
ツ
ン
グ
針
筏
ト
人
巴
の
行
政
決
ιぺ
止
に
付
、
し
ピ
古
川
um先
物
取
引
立
て
ム
有
力
ザ
l
ピ
ス
洪
給
の
ー
一

ル
忙
を
定
め
る
r
L
C条
約
に
反
す
る
L
r
υ

ぐ
異
議
決
V

市
、
長
一
一
1
介
。
行
政
裁
判
刈
は
、

レ
い
じ
！
に
先
決
川
円
断
長
求
め
た
c
E
C
j
は
、
当

斗＇＂

認
制
限
凶
同
条
約
で
U

、
つ
制
限
に
あ
た
る
レ
♂
つ
つ
、
州
内
’
J

小
川
川
部
門
の
評
判
を
維
持
す
る
こ
と
は
、

L
t
け
庄
の
制
肢
を
に
当
化
」
司
る

公
の
引
υい
で
あ
ふ
一
〆

J

～
に
ま

f
、
あ
る
正
問
凶
川
か
ら
の
王
女
訂
さ
れ
と
い
だ
ぷ
勧
誘
の
制
限
は
、
7

一J
品
肝
盟
同
の
金
融
白
川
場
に
お
け
る

投
資
者
の
炉
一
刺
を
保
援
す
る
と
い
う
削
T
で
、
い
的
に
照
ら
1

〆
相
当
で
あ
る
一

J
J

町内

Cロ
2
5
5
D
E宮
古
』
L
A
E
2
5
2
M
〈
む
句
〉

m
C
A
F
E

山口戸一、
H
，イ「

Z
7ご
［
》

F

出4
A
山岡
m
m

へ
（

k

自民命の一〕仏＼
Aいも印ヨ山い＼叩一山山
D
L
Uお＼一ぃぷ

乍
手
叶
］
何
（
υ同
日
や
む
（
明
、
叶

H
3
3叶））

オ
〆
ゾ
ズ
マ

J
M
T

リ
川
一
わ
約
二

JZ

主
ら
な
U

了
枇
い
に
山
け
た
一
ア

ν
ピ
広
月
下
に
性
、
J
H
を
定
め
た
同
内
、
ぷ
選
以

刊
作
手
に
は
ス

キ
、
二
ノ
マ
J

川μ

青
山
、
洗
剤
の
テ
ン
ピ

っ
き
同
様
に
園
川
法
途
反
し
す
）
て
、

ぷ
i

に
対
す
る
γ？
バ
比
争
入
札
め
と
提
議
c

パ
ス
訴
裁
判
所
は

先
決
判
断
を
求
め
た

v
R
C
j
は
、
光
例
や
出
J
U川1
〕
つ
つ
、
強
行
的
安
一
訂
／
一
相
当
性
の
安
門
を
み
f
寸r
限
打
、
山
間
の
移
助
の
白
力
、

引
ノ
ピ
ス
桜
位
い
の
山
μ
当
に
は
反
し
な
い
y

J

干
の
汀
断
は
日
設
け
山
か
な
ト
q

べ
き
も
の
と

L
た

J

た
F

）

他
の
日
開
国
か
ら
FM
い
さ

れ
て
い
る
テ
レ
ビ
広
奔
に
関
し
て
は
、
受
七
回
に
よ
る
規
制
は
、
送
伝
臼
が
指
令
に
従
い
行
使
す
今

M
Mに
店
、
戸
八
、
第
の

M
Mや

N

川

え
る

F

）；－

L
な

n
、
指
八
い
に
反
す
る
と
】
た
υ

げ弟

サ

l
ど
ス
の
混
成

印
税
の
展
院
は

サ
ー
ビ
ス
の
居
間
占

刈
一
九
品
去
に
も
什
～
ら
れ
る
c

（
ぷ
ご

U
H
E
C
2
合
同
w

r

一
勺
吋
2
2つ
乃

戸ム
J

〔
ぷ
出
品
い
中

〔
室
内
｝
ロ
ロ
3
1】

3
2
4〈

－
山
ム
＼
忽
ロ

Z
W（
）
＼
%
円
、
口
b
A〕
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開
門
河

J1（
号
（

ωσ
い
九
］
沼
乙
）
）

4
C
コ
2Fレ
（
（
リ
言
。
］
去
で
お
ぜ
［
］
《
若
ニ
開
門
同

J1vuv
（
u
σ
N
S
3
H））

本
吋
決
は
、
時
間
物
館
ゃ
い
物
史
的
計
一
造
物
川
以
外
を
案
句
す
ゐ
々
イ
ド
に
も
ム
ロ
沼
の
ワ
イ
ト
ン
ス
を
安
求
す
る
ワ
7

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

よ
リ
シ
守
の
ル

l
ル
を
、
J

せ
め
加
山
町
山
小
ら
来
る
M
M
川／什
γ
刊
の
ガ
J

ド
が
な
す
叶

l
Jピ
ス

の
円
山
を
制
限
」
9

る
も
の
と
し
、

止
当
化
一
ヨ
る
理
由
も
な
い
と
し
ん

F

他
方
、
正
当
ハ
れ
わ
い
が
認
め
ら
れ

f
例
と
し
て
、

Nyrの
も
の
が
あ
る
」

（

J
Cコ
】
H
コ
伊
品
目
ご
ロ
2
i
A
A
n
d－戸
2
H
M刀

M
4
D
L
間
百
e
伝
的
υ

〆
羽
R
J｝

d
E
L
T
ν
『

に
叶
山
＼
巾
v
h
t
R
）
3
4
同
行
司
］
一
）
翠
（
］
、
叶
】
《
吾
、
日
）
）

イ
ギ
リ
ス
住
以
に
対
し
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ド

f
ツ
の
店
く
守
〕
多
加
を
叫
川
町
一
読
す
る
広
舌
や
巾
仏
別
紙
少
一
部
送
し
た
仲
介
業
者
が
、

EP＼

乙
関
連
物
を
山
内
に
持
ち
込
む
こ
と
害
回
訓
す
る
ノ
ir
リ
ス
法
に
弓
ず
る
も
の
い

L
て
、
刊
ぷ
ら
が
花
、
北
L
h
」
郵
純
物
を
押
収
さ
れ
た
－

費
税
委
長
会
に
よ
る
没
収
の
た
め
の
提
訴
仁
お
い
と

ノ
ー

こ
の
イ
ギ
リ
ス
法
が
E
C条
約
め
白
山
に
反
し
一
1
い
な
い
か
カ
予
わ
れ
た
た
め
、
一
U

〉nY 
8
 

、1
J3
 

1
 

1
 

ハ川山）
 

ぃ

JL2 、
あノ入

門

M

小
市
決
判
断
か
求
め
ら
れ
た
）

E
C
J
二
、
宝
く
じ
版
完
山
、
物
の
移
動
で
は
な
e

＼

ト
ノ
ー
ビ
ス
の
提
洪
だ
と
し
た
」
一
で
、
同
紅
洪
の
山
tL

に
山
内
し
て
刊
新
L
た

同

く

じ

し
て
加
盟
川
が
課
す
る
制
限
は
多
一
一
仁
あ
る
か

犯川
J

功
止

射
止
苧
性
抑
止

共
通
し
ず

1山賀甘仏fまとι｛J、

欲
目
法
、
広
γ
へ
肌
の
た
め
の
運
用
制
尽
力
企
る
む
こ
札
り
二
、

一
段
的
に
は
出
資
名
の
が
刊
夜
、

bf

サ
ー
ド
ス
ム
ζ

供
給
さ
札
ゐ
者
の
紙
議
、

ヘ
ー
の
秩
脳
部
付
に
か
さ
わ
る
わ
一
こ
の
よ
う
な
事
桔
は
、
父
門
川
崎
山
間
国
カ
ム
円
凹
の
い
行
会
文
化
的
待
機
令
考
帰
し
て
、
市
く
じ
の
制
限
ャ
禁
止

す
る
ャ
ど
に
悶
ー
二
｛
一
心
の
決
［
言
を
与
え
、
ー
ァ

i

ピ
ス
侃
似
の
向
訂
と
4
4
活
｝
〆
れ
で
い
と
す
〕
f
c

民
間
二
品
目
）
へ
、
M
U判。一

F
2
5
2
2
5〈
7
2
2
1
5
2
乙～
5
5
n
g
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門
ご
追
い
託
子
一
三

は
、
金
一
削
汁
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激
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な
く
電
話
勧
誘
t
る
こ
と
を
規
制
す
る
オ
ラ
ン
ダ
丘
を
日
間
の
金
融
市
わ
ん
切
に
お
け
る
投
資
高
の
信
組
鮮
は
と
片
｝
珂
山
内
で

ι当
化
ず
る

手
一
と
を
認
め
た

d

斗＇＂

】

】
仰
仰

d
t士
包
℃
】
化
抗
汗

仙

山
口
三
ん
訴
さ
（
前
出
日
仏
）

は
、
製
品
慾
絞
〆
ご
C

れ
た
も
の
で
あ
る
c

第

E
仁
！
に
よ
る
日
開
国
の
消
費
者
保
護
朽
学

の
王
り
什
判
断

ン

E
C
日
川
、
［
い
お
け
る
消
費
有
利
低
の
形
成
に
際
】
て
の

E
C
！
の
役
割
の
機
妙
さ
は

N
M
一
「
の
汀
決
に
現
れ
て
い
る
。

⑬

Z
H凶
E
ロ
（
門
店
τ
一吋三も（）

同

h
h何
回
（
〕
］
〔
（
］
広
』
］

F
3
3
N）
）

フ
ラ
ン
ス
の

大
法
院
に

づ
ラ
ン
ス
囚
内
で
の
日
産
車
の
犯
ぬ
入
惇
を
右
h

I

）
て
い
た
古
月
7
2
4
円一

Z
2
5

お
（
攻
締
役
が
、
あ
る
…
t
さ
や
に
閑
｝
」
｝

F
M
4
Z
3
4】
の
中
島
乏
に
反
オ
ゐ
違
法
と
什
引
什
ト
刀
法
で
あ
る
と
し
て
、
刑
弔
ど
什
一
品
1
f

あ
わ
せ
て
民
主
ず

肘
州
法
令
求
め
た
〉
あ
る
業
考
が
「
新
古
を
よ
り
支
く

こ
い
つ
表
現
の
以
口
会
議
行
一
た
こ
と
が
契
機
で
あ
る
ο
Lこ
ろ
が
、
そ
の
自

は
、
ベ
ル
ギ
？
か
ら
ブ
ソ
ン
ス
に
輸
入
さ
れ
る
v

川
一
い
運
転
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
町
付
録
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
ム
。
ま
た
、

ブ
一
フ
ノ

ス
の
ベ
ヲ
シ
ノ
ク
一
七
デ
凡
よ
灯
少
な
い
利
減
品
数
で
あ
っ
た
ト
八
法
院
は
、
千
件
慨
を
停
止
L
、
か
で
つ
な
有
法
ド
現
尚
白
マ
の
ヨ

円

y
パ
ル
ー
ル
に
泊
一
九
i
L
、
い
る
か
に
つ
い

t

ι
f
u
j
に
光
渋
川
断
を
ま
め
た
。
誤
認
の
お
ぞ
れ
の
あ
ん
広
与
に
時
L
q

令
指
令

主＼

FE
第
二
条
2
の
解
釈
が
関
税
ー
と
な
山
た

向上ヘ
L

品ま－一号、

、
二
！

J

l

並
行
輸
入
が
別
予
促
准
一
仁
！
と
っ
て
有
す

〉
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ノ
J
 

れ
て
い
た
こ
と
が
新
車
と
称

3
ね
こ
し
一
の
妨
げ
と
な
ら
な
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か
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つ
き
校
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れ
す
る

F

二
の
山
…
に
つ
い
て
は
、
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た
行
L
C
い
な
い
江
上
、
妨
げ
う
と
な
ら
企
い
に
す
る

U

の
人
に
、

甘
さ
は
、
山
町
人
、
川
蛍
録
の
事
安
を
隠
必

町
、
わ
そ
れ
の
臼
加
は

し
ょ
っ
と
し
工
い
た
か
、
他
刀
、
も

L
そ
の
市
工
芸
を
い
恥
ん
っ
て
い
れ
ば
、
購
入
し
た
出
向
日
者
の
う
す

F

少
な
か
ら
ざ
る
数
が
購
入
を
断
念

L

て
い
た
カ
に
依
存

L
、
最
終
的
に
は
川
忠
凶
ZJ内
裁
判
所
品
川
リ
判
臨
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
〈

主
人
人
購
入
の
決
断
hJ
少
な
か
h
V
2
る
消
費

者
に
よ
り
申
が
山
h

比
例
で
あ
る
こ
と
が
川
区
品
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
と
い
っ
宇
芙
を

M
Lり
な
い
ぞ
争
三
れ
た
も
の
か
ム
か
の
確
認
に
も

依
存
す
る
1
y
L
b

て

ロ
ミ
ぬ
何
回
月
大
伝
院
は
、
先
決
刊
新
役
、
本
件
広
忠
は

の
お
そ
れ
が
な
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と
判
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し
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出
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2
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2
r
g
L
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↓
コ
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2
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3
3
p
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A
J
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H
f
x
T「
（

M
5
r
Z
（
門

J2nuHN♂
＼
《
ニ

ミε
" 

一｝ 

同
何
回
目
主
戸

A
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］
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双
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出
H
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R
小
ら
輸
人
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ご
わ
る
商
品
の
｛
H
ぷ
を
カ
々

U
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パ
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フ
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ソ
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で
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1
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u
町
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す
る
際
に
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絡
の
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絞
広
牛
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U
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U

つ
一
万
法
で
な
さ
れ
る
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と
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禁
ず
る
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A
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h
当
法
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、
輸
入
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口
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川
引
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禁
ず
る
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本
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に
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触
す
る
1
y
L
b
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？

f
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争
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ら
れ
て
い
る
1
y
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ご
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の
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パ
ノ
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の
比
較
l

仏
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リ
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ワ
方
は
で

へ
当
時

！
ハ
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b
山市

1山賀甘仏fまとι｛J、
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u
M叶内
川

イ
ヴ
・
ロ
ッ

J
7
l
i
f
司
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会
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、
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護
判
体
か
ら
、
＋
」
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を
求
め
り
れ
た
む
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詰

J

－
一
一
、

ヤ｝｝丈一

L

r

、
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認
容
弟
一
行
川
、

カ
タ
汀
グ
広
江
口
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均
台
の
例
外
規
定
に
依
拠
し
、
原
刈
決
長
取
り
消
Y

J

h

工
渡
邦
通
常
裁
判
所
は
、

E
仁

j
に

た
決
判
断
を
山
丸
一
め
た

v

E
C
J
は
、
巨
J

つ
広
口
を
そ
の
内
容
の
英
仏
を
問
わ
寸
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律
じ
禁
止
「
ゐ
卜
々
決
は
、
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的

ζ
7段
の
利
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性
を
ゲ
、
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こ
ヲ
た
－

m
M

認
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招
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も
の

f
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な
4

＼
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で
汁
が
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で
あ
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弘
け
に
は
、
消
質
討
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4
9
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報
収
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と

J

仁
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か
あ
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と

L
、
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ら
ド
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む
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い
収
広
川
口
小
川
崎
判
例
方
伝
l
r

し
て
、
他
向
山
仰
を
、
中
げ
、

よ
り
制
限
的
で
な
い
ト
刀
法
が
あ
み
と
し
た

k
f
y
の
斗
仏
壱
は
、

れ
や
判
決
に
よ
り
、

純
川
内
事
刊
に
は
な
お
適
川
市
の
会
放
が
夜
っ
「
い
だ
不
ム
競
争
防
止
法
六
？
止
を
削
除
レ

川悦

諜
訟
を
招
く
友
不
か
否
か
に
の
判
州
に
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だ
ね
ら
れ
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1

一
8
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斗＇＂

た
、
ふ
て
の
叫
慨
は
、

制
格
比
較
汁

M
E心
計
谷
牲
は
、

不
正
一
予
防

H
伝
一
条
町
、

他
方
、
誤
認
を
悩
く
ャ
h
八
百
五
削
指
令
（
主
＼
～
5
2
が
一
々
九
七
ヰ
に
投
正
さ
れ

一一世間当＼日
E
、
比
較
仏
告
に
汁
す
る
規
律
J
J
J

蒋

η

ー
沿
ま
れ
p
f
c

連
邦
通
常
裁
判
所
は

一
九
九
ぺ
八
年
に

l
記
訓
指
令
の
発
効
の
影
響
の
も
と
、
泊
料
比
較
以
前
の
高
則
的
有
効
性
委
一
認
め

たっ

l
記
改
正
指
令
の
同
門
法
ん
に
は
、

c
o
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に
な
さ
れ
、

ふ
正
競
争
防
ト
法
ぷ
会
J

f

…
較
広
去
の
規
心
ノ
一
な
っ
p
j
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口

」

F
H
2
4
Z
4
2
L
η
C
N
E
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H
T
g
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r
令
〈
が

戸内一
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A
W
2
4
2
2工
作
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角
令
刊
、
『
王
子
同
行
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Z
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同

7
1
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己
い
＼
3
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何
門
ソ
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ω
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E
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ν！
M

何日同一
5
2
2
F
E
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E
L
c
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2
Z
J
r
p
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内
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コ
う
ペ

t
y
p
z
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z
r
Z
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G
U

コヨ
R
L
同
行
間
］
中
川
い
（
品

（
前
川
向
日
制
）

包
装
一

山
一
派
手
な
り
い
合
を
品
川
ず
ゐ
ド
イ
ソ
ム
い
を
作
行
し
介
コ
ト
争
中
支
は

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
パ
ー
の
品
川
訟
の
キ
お
〆
べ

l
ン
川
市
山
川

が
、
消
費
者
的
抗
誌
を
招
く
も
の
で
は
な
＼

二

O
条
に
よ
る
と
当
化
は
む
き
な
U
とヤ

J

た
も
の
ご
あ
る
〈

以
ー
の
同
作
は
、
誤
認
に
閑
「
る
消
費
者
燥
に
問
I

J

、
「
η
均
的
消
費
さ
－
燥
の
v
J
助
か
ら
判
断
さ
れ
て
、
よ
一
…
ド
、
正
意
な
消
山
背
打
者

つ
み
戸
川
内
法
の
1
V
坊
が
担
否
さ
れ
て
い
る
一

L
f
が
っ
て
、

d
盟
同
に
よ
る
消
脅
さ
保
設
に
も
シ
っ
く
規
制
立
法
は
、
〕

の
か
さ
り
f
F
h
仁
ー
の
番
交
に
対

L
て
正
，
iυ
仰いす
7

守
、
と
が
凶
作
γ

と
な
る
は
吻
仔
ャ
J

宇
「
る
こ
と
に
な
る
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5
2
7
A
J
m
r正
門
」
エ
ぬ
2

2詰
巨
E
Z
7
2与
さ
間
二
円
g
m
M
Eで
ご
「
5
3日
」
円
、
門
出
h
R
U
U
1

印（】い

H
M
Zお一同｝）

巨
科
事
典
…
奴
ょ
に
に
時
J
J
j
景
品
を
山
札
供
す
る
奴
古

U
Fヤ
い
を
と
る
染
者
に
い
だ
？

d

、
宗
門
川
向
」
広
制
限
法
違
反
L

、
二
、
川
事
訴
追
が
な
さ
れ
、

第
一
奈
は
市
金
を
科
｝
た
、

」

。〕

っ
i
d

て
愉
一
人
千
愉
州
市
町
制
肢
に
闘
す
る
条
約
違
反
か
否
か
に
っ
さ
先
決
河
断
チ
求

め
と

c
E
C
j
は
輪
人
的
i
一
一
に
つ
き
問
胞
と
な
る
y

；
二
＼
当
一
該
法
の
止
法
趣
旨
が
数
H
J
の
ゆ
が
み
防
止
こ
消
費
y
p
保
護
に
あ
る
と
し

て
、
ま
た
ト

h
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リ
決
も
ご
の
い
い
し
的
に
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過
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4

ぐ
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い
と
じ
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、
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フ
ン
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M
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司
E
h
o
l
y
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H
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u
N

）
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山
一
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（
］
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叶
戸
中
叩
お
｝
）

ハ
ス
タ
の
む
京
市
－

fM士
山
に
つ
き
、
デ
ム
一
一
フ
ム
小
友
レ
｝
記
述
の
小
麦
の
混
ぜ
心
山
ヰ
分
す
る

f
タ
ー
ノ
マ
ノ
ー
は
に
区
、
〆
ト
一
と

F
J

＼
？
イ

y

の
川
氏
造
事
L

て
山
輸
人

Z
が

f
タトノマノ
mw
地
方
尚
リ
ー
日
に
よ
り
行
政
川
亨
γ

日
竹
せ
ら
一
山
一
介
。
こ
れ
↓

一
、
一
向
者
が
糾
訴
r
E
C
j
は

こ
の
法
押
は
輸
入
の
制
限
い
あ
た
り
、
公
而
伐
の
粧
応
答
一
の
正
山
一

J

一
化
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子
三
／

C
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］
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所
カ
経
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そ
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付
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対
し
、

救
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汁
救
日
刊
の
訪
問
販
完
を
京
ず
み
ば
仁
泣
反
し
た
と
し
て
、
杭
一
出
店
と
罰
金
を
引
押
し

た
ー
リ
川
町
守
川
院
は
、
二
の
法
律
の
条
約

千
八
条
ー
と
の
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制
ん
I
性
ド
向
し
先
決
刊
針
を
ぶ
め
た
へ

F
u
rし
1
J
叶川、

八
条
の
道
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口
と
な
り
へ

1山賀甘仏fまとι｛J、

る
と

ν

つ
つ
、
中
心
川
下
、
者
保
護
に
よ
る
正
当
化
が
可
能
か
を
検
討
す
る
む
確
か
に
、

弓
問
販
寺
山
に
い

pdrる
保
護
レ
し
二
、
は
、
契
約
の
J

仏
国

権
で
ト
パ
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メJ
え
り
札
る
が
、
孜
ノ
寸
講
山
崎
の
受
講
一
一
ゴ
辛
子
教
は
の
講
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人
v
d
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な
さ
れ
る
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台
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慮
な
州
円
以
川
町

リ
ス
ク
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あ
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ゐ
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な
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ベ
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な
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と
す
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チ
ャ
〆
ス
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鳴
っ
け
う
る
：
の
よ
う
な
あ
下
清
か
ら
、
中
な
る
撒
巨
持
℃
は
な
く
、
方
向
駁
交
い
口
い
の
い
宗
止
が
必
史
と
な
る
と
加
時
間

υ一
法
省
が

考
え
る
ご
L

は
お
山
む
し
う
る
わ
一
〕
か
も
、
訪
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間
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子
ノ
指
令
は
加
盟
凶
が
上
η
強
い
保
護
規
｛
ヂ
乞

E
f
こ
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長
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め
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い
る
わ
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〕
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条
1
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す
ゐ
υ

五4
(f' 

凶
作
ぷ翼

団I
i' 
ill t円
費
者。J
刊
u、
二子J
＂心

ス
ク
多

簡J
同

主旦

す
フ
〆辺
ド.，ζ

k j、a,・nc>6 i，つ G) 9引＇ ，，，、QCG

日

γ
い三
Aハ
n
J？に
C
《一円
ν
凶「（

C
2吋
JAF2（
切

4

一
戸
ロ
コ
己
主
品
化
】
「

（
h
p
z勺
同
日
（
〕
）
＼
也
氏
一
民
と
三
同
行
児
］
叫

と
い
う
一
葉
を
ん
は
む
化
粧
品
の
岐
先
日
、
活
費
者
い
美
容
格
形
を
し
た
の
と
同
行
仙
の
持
続
的
効
用
f
r
f
Jえ
る
も
の
と
の

を
J

え
る
1
y

し
て
、

総
の
業
者
が
、
イ

F

ノγ

小

Trm予
坊
は
は
に
基
っ
く
張
先
片
一
寸
の
禁
ぺ
け
を
ぶ
め
七

J

ん
ノ
刊
ケ
ノ
地
許
可
は
、

条
約

八
条
や

化
粧
品
指
令
と
の
也
市
台
牲
に
つ
i
d

て
先
決
河
断
を
求
め
た
〈

R
ドし

j
は、

平
均
的
泊
費
者
何
千
加
が
法
河
ー
と
な
布
L

し
え

議
誌
は
な
｝
ぜ
よ
一
つ
に
い
U

え
る
か
、

最
終
的
に
は
、

文
化
的
、

一
早
川
的
安
ぷ

社
会
的
、

を
考
慮
し
ぐ
ド
イ
ツ
の
山
均
的
消
費
者
に
誤
認
J
V
J
7
ス
る
か
丙
か
は
ド
イ
y
の
裁
判
所
が
判
附
す
へ
き

Y
7
三J
C

以
ー
の
で
つ
な

E
C
T判
例
法
形
設
の
結
果
、
規
制
立
法
の
是
非
の
汀
断
は
、

γ
附ん
f

打
的
拡
耳
目
安
作
へ
の
一
説
、
性
と
掛
け
コ
件
、
製
品
法

以内
v
か
阪
い
ル
午
置
い
ぶ
か
の
い
川
、

i 

正
義
守

ノ守、
刀

祭
J) 

信

機
が
あ
る

さ
J許 b
J前に
すて；え

る Jキ
見的
解； ffi
h 費
あ話

すみ

な基
われf

ち

方
E
は

R
U
L
ベ
ル
に
お
し
仁
、
域

消
費
者
保
護
で
は

い
ら
れ
る
υ

内
一
山
場
町
拙
刊
誌
μ
山
形
成
が
ド
不
均
九
れ
、
消
費
者
が
新
た
な
丸
山
を
積
樹
氏
に
川
市
し
、

一
毘
墳
を
越
え
た
物
と
す
ピ
ス
を
い
本
め
る
者
F

し
て
現
れ
る
ご
し
し
会
一
前
提
と
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
、
地
域
川
市
あ
り
、
山
町

J

設
の
必
要
な
、
市
場
で
劣
秋
に
あ
る
消
費
有
門
似
設
が
求

め
ら
れ
る
じ
日
芥
涯
悦
に
お
げ
る
と
同
級
仁
、
口
出
足
寵
法
の

λ
採
に
お
い
に
な
さ
れ
た
選
択
が
、
消
費
者
保
一
歳
の
茂
＋
パ
ス
タ
ン
グ

l

た
を
一
次
会
F
F心
危
読
む
指
一
抗
さ
れ
る

d

ま
さ
に
向
者
を
い
か
に
関
連
つ
け
る
の
か
が
開
店
と
な
っ
亡
い
る
わ



んが
げ
•. l’ 

ヨ
ー
ロ
ソ
パ

Jd公
者
保
護

μ止
め
反
原
！
〆
一
時
引
ム
オ

日
伯
怪
品
川
一
調
和
）

川弟

形
成
の
実
能

~ 

必記

長
チ、

イ出

脅す+• 
fr~ 
設
関

連

辻、
ふ

列支三

信
市
子、

｜ノォ
クh
D 
.:. 
~ 

可て

す

誤
認
仏
甘
い
灼
令
は
、
羽
町
円
一
仏
↑
u
y
一
そ
れ
が
正
二
、
起
こ
す
不
公
正
な
結
凶
た
か
り
消
山
買
う
て
『
dw－窓口、

一
般
公
、
ハ
な
保
護
す
る
九
J

め
に
げ

川件
t
c
れ
、
そ
の
出
う
な
広
吉
の
相
川
片
手
ぷ
め
♂
じ
声
合
ぶ
同
国
に
求
め
と
」

川
校
長
）
物

R
H竹♂婦人
ρ
は
、
川
製
造
物
の
欠
陥
に
h

り
バ
オ
じ
、
損
害
予
一
賠
位
向
去
、
レ
ィ
る
制
を
の
要
が
け
と
効
果
を
た
め
る
に

訪
問
契
約
指
令
は
、
訪
問
契
約
に
持
L
、
出
似
叫
一
権
三
世
位
い
け
dmト
、
事
業
者
い
よ
る
そ
の
宇
則
の
通
知
義
務
な
ど
を
規
d

足
し
た
。

消
究
者
伝
川
市
指
令
は
、
消
費
持
」
罰
則
に
対
L
、
川
女
約
の
芳
一
向
性
の
変
件
、
言
回
に
引
一
山
較
す
べ
き
手
法
、
卒
中
川
H
の
際
の
宇
染
者
の
不
当

引
い
戸
寸
也
市
止
、
前
例
L
足
浴
の
許
字
、
貸
金
債
椛
譲
渡
の
場
～
け
の
抗
弁
の
対
抗
、
物
や
汁

l
ピ
ス
の
渋
給
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
と
地
済
債
務

の
現
係
、
令
成
事
業
者
の
認
定
刻
の
注
入
な
l
L
を
却
に
し
た
c

パ
吋
ケ
旅
れ
指
令
は
、

記
載
万
一
江
、

知
人
約
締
結
，
山
の
情
説
侃
吐
い
義
務
、
渋
費
者
の
旅
行
業
者
に
」
汀
「

パ
〆
ブ
レ
ッ
の
「
比
較
事
雨
明
、

る
履
行
語
ぷ
、
日
開
岩
賠
償
の
慌
い
山
山
知

E
を
は
宅
J
9
る

1山賀甘仏fまとι｛J、

小
公

ι丸
木
段
階
ム
ロ
は
、
相
別
ん
入
ル
な
き
わ
ホ
沢
民
的
原
則
的
小
公
立
位
、
条
引
山
川
卜
同
附
釈
方
山
甲
山
、
ヂ
パ
ム
一
？
左
京
日
、
山
効
果
を
規
定
す
る
「

V

方パ
7
d
t剖
不
動
産
利
川
権
契
約
出
↑
m
A
V
川
出
、
契
約
吉
匝
へ
の
必
剤
取
記
松
市
干
し
担
、
日
以
凶
権
し
Y

一
解
除
権
的
安
利
効
呆
を
規
定
す
る
わ
一

域
、
門
以
作
指
令
は
、
百
一
前
約
情
枝
提
供
義
務
、
決
が
ぬ
の
情
し
出
刊
誌
佐
川
義
務
、
最
低
限
的
情
説
提
供
，
弐
務
、
問
一
U
F
れ
／
刻
関
門
で
の

長
杯
決
前
義
務
、
開
刈
附
内
引
の
決
前
が
去
さ
れ
な
い
場
合
的
治
定
義
務
の
内
容
を
規
定
寸
る
c

遠
隔
取
引
指
令
は
、
給
制
t

町
一
心
情
服
従
供
一
執
務
、
以
収
行
～
一
U
，
j
F
の
情
恨
提
供
義
務
、
撤
回
絡
の
授
が
い
効
果
、
ム
ハ
羽
目
絡
が
い
の
禁
止
ヘ
品

（臥ノ，it''?!;;5 '1 H) CiOI つ0<)5.11,
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レf
一
を
規
定
す
み
へ

比
較
町
r
r
u
h
r
h
一
訴
訟
i
h
h
住
持
ム
μ
の
改
ア
－
一
）
は
、
誤
認
広
止
円

同
仁
〈
川
下
♂
内
一
む
に
加
え
、
比
較
lL持
が
有
効
で
あ
る
た
め
の
安
件

九5

胤
た
す
ゐ

消
費
者
保
誌
の

f
め
の
芸

ι指
令
は
、

誤
認
仏
乙
h
L
臼ノ

υ
なレし

ー
つ
の
指
令
に
ヘ
日
ま
れ
る
消
費
討
の
川
体
的
判
刊
誌
を
似
議
す
る

F

め
い
に
の
団
朴
が
提
起
で
き
る
ヰ
止
品
訟
の
要
円
、
訴
え

叫
ん
起
，
川
の

を
川
笠
記
す
る

U

川

mt致
監
売
m
R
L
P
L
沼
町
山
｛
ト
持
す
る
指
令
は
、
V

川占
mgFJ～リ川が川町、六

か
T

ど
か
の
史
件
効
果
（
修
到
、
中
、
手
請
求
、

代
〈
「
減
板
、

流
通
に
判
官
刃
ヰ
L
h
f
心
宇
有
慌
の
訓
笠
、
時

刈
、
担
深
冬
一
三
を
規
定

T
Q

市
千
署
名
指
令
は
、
屯

fl者
ノ
ノ
斗
と
認
証
L

「
ノ
ー
ビ
ス
の
法
的
枠

組
「
1
J
仙一一

JZノ
ー
ビ
ス
の
江
U
な
訟
定
制
、

f
f

口
パ
イ
タ
の
慌
督
削

度、

Z
R牛
ば
ヂ
パ
イ
之
、
の
連
合
住
民
件
、
署
名
2

ソ
ト
の
某

棒
、
検
一
言
明
ヲ
パ
イ
ス
め
問
先
、
山
内
川
市
場
涼
則
、
ヒ
級
官
チ
一
戸

乞
の
｛
疋
設
が
ア
吉
き
署
名
1

〆
同
う
の
法
的
効
果
を
与
、
ザ
八
二
れ
ゐ

予

1
F

一
、
認
計
事
業
者
の
証
明
書
刊
誌
行
に
よ
る
玄
任
、
外
同
誌
－
孔

!Iv j、11;'?) /,6 lつ:'O) 日つワ :::ocG' 11 



」叫の町小
Tμ

川
）
を
規
定
ヲ
る
つ

議
了
取
引
指
令
は
、

結
殺
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
一
け
庄
な
一
呼
勅
を
鉱
山
刊
す
る
た
め
に
、

桁
紋
仕
へ
古
川
ロ
ノ
ー
ビ
ス
の
市
中
流
許
可
制
の
禁
止
、
市
中

業
主
の
信
託
提
供
義
務
、
店
刊
誌
在
会
サ
ー
ド
ス
と
ぶ
、
な
さ
れ
る
商
的
コ
、
、

明
山
菜
ア
ド
の
朕
督
、

r
t
p
f
メ
、
ル
に
主
品
川
十
一
約
締
払
の

t
「
y
J」
j

i

F

u
f
ノj
p
E
？

1

1

ヒ

結
川
λ

弔
N
R
Z
＝の

ス
記
仇
者
の
貢
任
な
Y
を
筑
｛
一
心
す
る

商
取
引
じ
お
け
る
支
払
退
廷
刈
泣
い
心
叫
ん
l

は
、
遅
延
利
μ
品
、
完
凶
ま
？
の
商
品
戸
市
十
誕
の
保
持
な
v

を
出
に
す
る
の

遠
隔
金
融
サ
｝

e
ス
指
令
は
、
約
口
川
pmw
の
山
知
禄
提
供
義
務
、
撤
洲
一
徒
、
紋
日
持
七
位
後
の
訴
訟
ヰ
、
京
出
一
市
コ
ミ
寸
一
一
ん
：
シ
ョ
〆
の

性
心

J
H
在
と
を
川
叩
同
定
す
る
。

消
去
蓄
が
護
の
た
め
の
秋
行
機
潟
の
協
山
規
則
は
、

山
泊
間
百
名
の
川
引
γ

出向山列，ハ
d

山
防
護
を
古
可
め
る
＃
め
に
、
加
盟
一
別
機
m
A
仰い
r
i
？ない

L
4

、
ァ
シ
ョ
ン
と
の
連
携
を
規
定
す
る
ι

す
公
正
取
引
指
令
、
役
述

J

は
、
不
公
正
取
引
4
l
J

段
E

般
条
項
と
詳
納
な
リ
ス

P

つ
つ
、
ぞ
の
選
比
「
わ
リ
九
州
の
い
ん

H
争

中

丸

ぷ
で
き
る
H
M
E
b
ゲ一一段山んするコ

1山賀甘仏fまとι｛J、

ョ
iυ

パ
約
九
豆
山
保
護
は
政
実
に
は
、
転
出
規
入
品
川
を
政
y
k
の
コ
？
と
ナ
ゐ
共
同
悼
の
忙
し
民
ト
、
当
初
は
潜
在
的
問
山
川
情
的
な
も
の

で
あ
っ
一
に

v

て
札
に
ハ
ydrい
す
る
立
出
権
限
ト
の
制
約

へ
補
充
い
廿
刊
の

U
則）

ゆ
え
に
、

山
均
絞
公
的
。
フ
リ
ヒ
ス
を
ヘ
パ
ヤ
て
間
接
的
に
展
開

v
ド

a
ー

さ
れ
さ
る
を
ズ
な
古

F

た

域
内
川
日
ω形
設
の
た
め
の
立
法
に
悶
ず
る
、
条
約
に
お
け
る
法
嗣
削
除
阪
を
消
費
者
保
護
促
迭
の
J

｝
め
に

の院パ刈吾川判
y

じ
て
、
し
ば
1

4

ば引い山川
v
け
れ
ゐ
の
が
訪
問
販
売
指
f

の
ノ
司
別
四
民
自
で

正
に
、
消
費
話
料
防
護
を
市
場
統
合
の

T
投
化

J

た
1

こ
も
い
え

A
v
u
h
ι
ν
Jノ

Jノ

7
C
1一
U
M
l
r
j
L
〔
一
ヘ
ノ
ご
h匂ノ、
v

l
p
〈

（

1

j

j

e

（臥ノ，it・IJ:;0 '1ワ1)CiO'.i つOC5.11, 
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肌

L
A
M
し

ご
め
よ
、

7～
オ
仏
法
山
、
条
約
」
に
お
い
〈
治
資
邦
保
設
が
は
3

き
り
と
手
認
k

z
ペ

明
不
の
葉
市
出
と
ヌ
れ
る
↑
つ
れ
、
小
宮

作
山
？
二
、
い
る

J

す
な
わ
ち
、
山
場
統
合
L

い
う
は
的
と
待
費
名
M
J
F
V也
、
と
い
う
円
的
が
同
住
7

つ
つ
む
分
仕
三

コ
ー
，
、
ン
ョ
ン
に
よ
み

斗＇＂

し
お
い
て
も
、

一－
L

示、」凡パド〆
b

」一日L

↓、
I
b
i
－－
2

1

L

一、

1

u

z；
昨
ノ
キ
引
い
方
、
上
レ
才
l

、
v
之

」
立
た
、
し
し
記
の
よ
う
な
コ
ミ

P

シ
ョ
〆
じ
よ
る
仙
用
は
現
存
E
C
！
に
丈
り
厳
じ
く
チ
ノ
ク
さ
れ
る
よ
う
ザ

い
才
ハ
恒
三
相
川
勺

、え
P
川、

タ
パ
ゴ
判
決
（
（
主
化
吋
色
＼
浅
い
さ
e
S
ャ
C
ん
ま
一
宮

一
｛
）
ば
C
（
さ
」
）

は
法
訓
和
条
項
に
も
ぺ
つ
八
て
止
法
ν
P
れ
た
タ
バ
コ
指
へ
μ

を
リ
ル
山
怪
限
外
ノ
一

J
A
対
〆
一
一
川
ぶ
し
た
、
ぷ
川
引
を
変
え
れ
ば
、

U
K
U
法
一
心
ー
一
ー
で
の
消
費
者
保
護
の
付

E
一
什
け
の
間

忍
（
E
U
は
消
費
者
保
護
と
い
う
政
策
日
的
を
と
の
戸
巴
う
に
、

y
の
い
恒
支
追
求
す
る
こ
と
が
条
約
ト
許
さ
れ
て
し
る
か
）
が
狗
ん
い
化

J

r

～、。一、
ν

。

L

J

 

他
方
、
こ
の
呪
ゑ
を
コ
7
1
1
1

ロ
ソ
パ
私
川
山
形
成
と
い
、
つ
続
口
、
か
ら
克
る
と
、
ヨ
ロ
ソ
バ
泊
受
持
法
、

－1
1
1
ι
1

ロ
ッ
パ
経
済
法
は
ヨ

i

ロ
ッ
パ
弘
法
の
反
慌
に
つ
い
て
、
先
駆
者
機
能
を
果
た
し
つ
る
、
す
な
わ
ち
消
費
者
法
、

原
烈
へ
の
成
長
を
絹
叫
ん
J

で
き
る
と
ぃ
、
っ
指
摘
が
あ
る
c

の
引
殊
ル

l
ル
か
ら
な
法
の
一
般
法

第

条
約
一
山
市
者
一
日
保
有

E
F
Eっ
け

長
ノ
＼
消
費
者
保
長
は
政
治
f
ン
て
は
芥
泣
主
札
な
が
ら
、
条
約
の
常
置
づ
け
は
小
山
川
誌
で
あ
っ
丈
〈
「
て
ミ
ツ
、
J

f

／
川
市
岡
際
的

ら
不
峻
を
刊
日
つ
つ

バu
七アー
ι

l

－
L

尺一ヘ
f

の
政
没
プ
ヨ
ゲ
？
ム
ご
計
昔
、
ャ
ー
の
ハ
u
つ
の
権
利
（
池
康
t

く
安
全
を
求
め
布
持

利
、
何

rrm附
保
設
か
求
め
る
捻
利
、
ャ

λ

む
ぺ
た
山
担
当
の
同
－
僚
を
ぷ
め
る
純
利
、
情
報
と
技
官
を
ペ
ョ
め
る
権
利
、
ヤ
防
を
、
一

L
J
一二ゐ

権
利
）

を
ミ
よ
い
、
民
事
会
の
『
町
小
刃
W
J
γ

得ル
J

C

IL 

の
ヨ
ー
円
7

パ
絞

t
指
定
一
一
は
、

仁
で
り
、
域
内
向
場
の
没
階
的
よ
六
羽
の
た
め

配
仁
会
約
一
ヘ
｛
f
〉
九
条
（
現
九

!){ j、d;''/'):,6 i，ワヨ1 9つ:::ocG' 11 



の
川
町
民
に
院
し
、

ー
リ
い
い
梧
阪
を
広
げ
、
多
旬
、
決
原
理
を
導
入
し
た

7

、i
F、iη
ヒ
ト
札
木
約

ι
ん

E
H

に
に
い
づ

も
げ

uι
＼
他
苅
川
刊

ノ

i

J

J

J

ノノ

川
わ
持
（
担
保
護
は
一
条

九
u
w米
で
明
不
に

rL
ド

IL 
JL 

の
追
求
す
る
百
円
脱
出

方
で
は
域
内
市
場
政
策
に
、

他
打

d

で
は
加
川
山
凹
片
山

っ
と
〕
一
三
川
泣
き
れ
る
に
ム
し
っ
た
〈
？
〆
か
♂
、
そ
札
は
、

同
の
ス
M
M
政
策
〉

γつ
二
基
の
北
川
淀
や
ム
ヤ
パ
し
て
い
る
、
ま
た
、

E
U
は
消
費
者
保
護
に
関
し
て
、
独
1
J
附
J

法
権
以
を
有
さ
ず
、
一
例
＋
穴

性
と
相
当
刊
の
制
約
に
服
1

）
ど
い
る
c

」
少
な
わ
ち
釘
盟
国
山
政
治
－
Y
J
一
法
に
川
河
J

て
は
従
M
判
的
で
あ
る
こ
こ
か
一
U
F
れ
て
い
る
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
品
条
約
＼
九
九

J

J

司
調
印

一
九
九
九
年
先
効
一

ふ九
a
条
の
改
良

は
、
消
費
討
政
策
的
位
州
市
づ
け
や
強
化

ν
た
。

L
て
の
一
五

そ
れ
で
し
め
る
。

,, 
~ 

河ド三

,1, 

仏
ノ
パ
パ
体
は
、
沿
者
一
v告
の
諸
利
益
の
伝
達
と
、
両
氏
灯
、
J
ち
臼
村
山
設

ν
ベ
ル
の
恒
一
株
の
た
め
に
、
泊
費
者
の
定
京
、
宏
九
ム
、
な
ら
が
に
い
十
倍
的

利
主
の
が
辿
一
は

11
情
報
。
敦
汁
、
な
ら
ぴ
引
ヤ
ヤ
慌
古
一
目
。
ん
め
わ
が
人
口
を
ボ
め
る
い
往
引
の
七
五
に
引
2
J
L
9
る）

ヲl

市
内
抗
告
先
読
む
芯

htr山
川
川
、
他
mw
んパハ
μ
一
体
以
前
1ρ

ぞ

d
は
h
i
F
m
確
定
と
A11V
円
去
に
、
考
庖
ヱ
一
れ
る
。

'3 

f
、t
k
p
rゆ
か
れ
い

I
T－

－

t
 同
情
戸
お
い
て
拐
V
た
苅
U
門
的
達
成
の
に
め
に
い
川
c
m
r
v
刊

E
2述
て
寸
川
行
ノ
す
る

九
τぃ
条
に
よ
ソ
心
日
出
品

j

一
川
市
助
主
慢
し
よ
う
伴
、
三
な
す
併
世

1山賀甘仏fまとι｛J、

加
盟
主
A

一
内
政
定
。
交
ぬ
補
完
ー
正
札
m
J
λ

め
の
出
置

,, 
理
宇
え
は

立
一
朱
の
「
続
L

え
れ
ノ
此
い
、

A
J
M
H
治
社
会
を
い
H
U
A
バ
の
総
司
の
の
ち
に
、
あ
二
項
b
F
J
指
喜
子
決
定
す
る
c

! ' 

第
川
崎
に
よ
り
日
正
v
一」礼
7
d
持
同
誌
は
、
加
盟
国
か
よ
り
－
惜
し
什
な
uh設

ι豆
を
桁
片
付
も
U

P

、
は
採
る
戸
一
レ
一
を
対
げ
な
い

〕
れ
九
円
ι

日
沼
田
の

い
い
置
は
、

こ
の
条
約
L

耐
和

F
ゐ
も
の
て
な
け
れ
ば
な
る
な
ぐ
そ
れ
ら
は
コ
～
、
シ
ョ
ン
に
通
知
さ
れ
ね
ば
な
つ
な
ぺ

上
に
店
〆
た
よ
う
に
、
羽
在
、
域
内
？
川
場
形
戎
レ
消
費
者
れ
川
護
の
和
台
は
条
約

l
相
似
さ
れ
亡
し
之
M

G

J

y

刀

L
、

一
通
常
は
ァ
一
）
、
に
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依
拠
し
イ
な
去
、
れ
る
）

け
れ
ば
～
λ

下
ら
な
い
ハ
「
の
山
川
は
、
一
九
刊
刊
の

E
E
j
の

vv鳴
が
不
す
と
こ
ノ
パ
予
あ
る

v

ーι

条
一
一
波
九

γ
よ
る
vyu費
高
山
叩
J

千九一
v
一
汗
い
に
お
い
に
は
、

h
場
形
成
へ
の
寄
与
力
あ
る
凶
附
告
を
超
え
亡
い
な

第

成
J
一
の
経
緯
と
内
存

川山山川nu巳
〉nhv 

、
｛
ほ
の
消
費
者
保
護
総
同
か
担
ψ

4

9

る
ゲ
ノ
シ
ペ
パ
？
に
約
ま
る
も
の
で
あ
る
か
、
れ
は
す
べ
き

F
Z
E一
二
＼
出
Jt

 
、

第
川
ネ

9
〕

r川
八
ム
一
止
は
一
む
子
段
作
ん
ド

同
ハ
体
例
に
よ
る
検
討

斗＇＂

＼
－
、
l
i

4
J
T汁
ノ

l
t

。ob司
J
H
月
に
仇
さ
れ

J
め叫
h
v
u炉
、

そ
の
戎
げ
の

つ
】
の
？
で
つ
で
与
の

ゐへ
U
〈

い

い

年

β

い
て
，
併
記
し
た
よ
ゐ
に
、

日
円
ド
城
山
ぺ
市
場
へ
れ
い
均
が
担
当
す
る
企
業
仰
の
不
八
九

H
取
引
千
円
引
脱
出
川
全
斗
治

C
す
る
規
則
針
案
が

な
ミ
れ

C
お

η

そ
の
川
史
を
み
る
と
、
域
九
へ
れ
時
的
統
的
J

山
吉
川
尻
訓
導
入
の

が
i
t一
灯
し
て
い
る

F

」
ど
が
わ
よ
引
’
る
。

J

n

i

J

 

l
i
l
 

結
果
と
し
て
は
、

後
発
の
北
治
相
宇
品
川
市
町
松
山
吋
の
消
費
者
笠
誌
に
限
’
？
と
白
法
い
迫
い
越
メ
れ
て

L
ま

J

た
こ
と
が
わ
か
る
〈

、、

仁
J

、
指
r
J

と
し
て
山
品

υ
L
hん
b
の
は
、
そ
れ
に
汁

1
、
卓
上
業
判
的
不
公
正
以
引

1
mね
に
対
し
て
消
費
者
を
保
一
一
一
目
す
る
こ
と
を
越

UTf一
1

5
っ
た
つ
亡
い
る
へ
前
川
埋
止
の
引
か
ら
一
引
が
立
止
め
逝
山
奇
説
明
L
q

るつ

す
な
わ

'3 

γ
h

んf
、
止
取
引
手
段
戸
店
内
す
る
h
判
明
日
戸
川
内
法
律
は
、
お
札
f
な
記
p

乎
ど
小
L
〈
戸
山
ハ
リ
、
乙
一
J

u

t

域
内
十
日
唱
の
、
競
争
の
明
知
と
う
る
科
度
の
ゆ

が
み
わ
、
日
滑
な
械
的
乃
持
，
T
h－
r
A
H
し
う
る
も
の
、
あ
る
「

己
主
の
ぺ
1
2

郡
山
夕
、
同
、
が
一
一
誌
を
犯
ノ

l
f
一
；
－
日
山
収
ム
山
口
一
に
お
す
る
、

九
I
J

ド
r
丸一
η
一
ヘ
ノ
日
り

Z
S一
会
計

o
n
z
tこ
F
Eリ
J
h
誤
認
を
招
／
＼
f
エ
ー
の
羽
毛
引
の
p
－
め
の
良
市
民
の
義
生
わ
停
止
J

一
二
い
ゐ
が
、
加
盟
主
A

一
が
よ

り
泣
い
泊
宏
弁
パ
似
主
て
ム
提
依
す
る
払
豆
の
が
れ
パ
ヤ
以
山
を
妨
げ
一
、
い
令
い
結

Z
J」
こ
、
誤
ぷ
古
川
叫
に
判
3
ヲ
ふ
加
盟
辿
の
L

内
定
は
出
品
に
刊

I
E

一一一、、、
J

P

Q

4, 

町
村
庄
は

v
L
m
d
J
T
Q
同
J

山

九

ル
hhJ
消
苦
悩
f
m
u

桜
花
的
利
か
を
中
2

9

5
不
公
止
な
取
引
手
段
日
品
川
一
河
川
さ
わ
小
る
か
に
つ

J
－Kσ
不
＃
主
刊
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1山賀甘仏fまとι｛J、

l午）ぶ4分

2(Ji〕C.fi.11

CG〔1:u:.1ポ

r均）口訂11

本
も
た
ら
工
事
業
河
童
行
ド
影
r了
一
ヲ
ふ
多
く
の
陸
！
？
と
刊
み
川
一
三

二
の
よ
、
つ
な
陸
士
は
、
同
内
市
川
帽
の
ー
口
市
を
戸
間
す
る
、
ど
り
わ
け
目
を

川川崎／、
yJ々
マ
ウ
ナ
イ
ン
グ
広
η
l
I
ム
ヤ
〆
ベ
ン
、
版
ー
冗
促
f
吐
に
換
わ
ろ

う
と
；
匂
、
ト
引
業
の
ゴ
F
、
ー
を
皆
川
さ
V
一。

そ
れ
ら
は
ま
寸
消
費
者
わ

栓
刈
ナ
ケ

L
安
定
H
v
u
、
6
、
消
費
古
の
域
内

J
で
し
人
す
ら
括
和
を
い
地
り
く

一司

) 

'I 

ι、川
JR
レ
ベ
ル
で

m
統
一
日

l
山
か
れ
れ
巾
い
場
合
に
は
国
境
を
刊
誌
よ
る

吋

1
ピ
ァ
ゃ
吻
の
白
出
な
詩
的
あ
る
は
山
長
、
円
門
市
に
汁
す

hZH4
は、

以
杯

R
法
及
V
J
h

町
の
半
例
法
に
照
、
リ

J

、
そ
れ
門
が
承
認
三
一
れ
た
公
宍
利

登
を
も
コ

H
F，
の
保
護
を

μ指
し
、

J
N

つ
て
の
け
H
的
に
昨

hJL担
当
一
工
的

る
か
ぶ
り
亡
、
止
v
J
1
x
れ
よ
ノ
る
c

移
川
刊
の
い
い
ー
一
に
隠
す
る
条
約
の
呪
定

／」
hmH

次
共
同
休
仏
に
一
点
ヘ
べ
ら
れ
た
共
同
体
一
け
は
花
、

己叫ん
j

M

L

J

Z

こ
込
〉

D

7

4

1

1
ケ

h
y
d

ケ
ゐ
爪
引
片
的
F

、
の
一
一
父
捗
に
交
守
る
グ
j
i
ン
ペ
i
パ
！
の
ノ
ヅ
門
ド

〆

こ
週
が
れ
七
「
一
、
ソ
〆
寸
／
か
り
の
泊
却
に
不
5
れ
る
」
つ
な

車
引
μ
い
い
的
三
り
守
沖
に
間
十
る
去

H
／
お
ド
リ
ン

1
に
一
け
ど
っ
行
ば
、
カ
よ

う
な
N

阿
古
は
除
＋
人
二
一
れ
る
べ
き
で
あ
る
ロ
よ
れ
円
一
昨
障
〔
は
、
古
川
休
レ

ベ
パ
で
の
統
一
ル
ル
を
時

υ
L
、
域
ー
一
日
目
丸
山
道
切
な
機
能
F

民
的
確

j

夫
似
の
山
中
比
任
委
み
た
す
の
い
♂
一
一
子
工
戸
支
ノ
で
の
ー
共
同
九
九
レ
ベ
ル
一
三
円

民
日
概
念
ヂ
一
明
誌
化
一
？
を
ヲ
）
〆
に
よ
て
の
み
わ
ム
て
汽
れ
る

J

b' 

1
J

た
が
っ
て
、
木
指
令
は
、
再
百
九
千
什
引
J
1
1川
均
利
誌
を
也
掃
ル
土
日
J

（臥ノ，it・IJ110 '1ワS)c;o・, つOC5
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札
仁
L
り
相
リ
1

北
川
じ
、
一
円
五
コ
な
揖
争
昔
の
川
品
川
済
的
利
訴
を
害
ー
一
ヲ
る
、
不
公
Y
Aパ
ロ
チ
一
八
円
め
七
、
不
公
立
取
引
手
役
に
測
す
る
加
問
川
内
法
を
援

止
さ
る
一

比
例
件
一
忠
則
に
従
：

4
r市
ム
リ
ボ
公
ー
リ
収
引
手
足
ハ

J

利用
τバ
ヂ
主
ム
八
有
ぬ
ん
E
I
ト
ョ
賢
一
行
を
叫
該
当
フ
乙
つ
が
、
千
仙
川
↑
の
は
品
質
V
自
ト
対
一
q

，

斗＇＂

o
w
J雲
h
J

午
何
J

て
み
日
勿
ん
に
が
あ
ゐ
こ
と
や
本
討
す
る
（
本
指
令
は
、
震
予
主
の
粁
済
的
刊
、
心
的
み
J
7
4
パ
1

J

と
り
、
川
主
M
1
同

σ
恥
引
に
の

な
附
す
F
4

、
京
公
リ
点
引
干
川
代
～
山
間
j
る
国
内
法
に
ゅ
う
川
川

γどれ
F
影
響
4

し
な
い
l

刀
、
靖
子
七
位
原
町
mJ百
八
り
考
忠
l
、
加
閉
山
凶
は
も
し
そ
r
j

寸
る
こ
シ
」
士
選
択
す
る
川
市
に
は
、
日
九
川
停
「
「
ζ

院
副
し
つ

J

h
J
r

？
っ
さ
十
γ
段
や
m
札
制
す
る
こ
仁
ア
ノ
王
八
王
）
一
、
さ
る

大
μ
吋
ヘ
ロ
は
ま
た
、
中
弔

業
主
を
巴
h
v
Nルャコぱ一
y
G
デ
待
冒
，

q
ヤ）つ一一－一
H

A
一
一
勺
ご
は
ま
い
J
7
1

や

辻

k
u与
に
山
同
す
る
沼
ノ
日
主
主
へ
）
＼
ご
ι

（
つ
規
定
に
投
ひ
ら
影
響
。

J
1

る
も
の
で
は
な
い
さ
ら
に
が
指
令
は
、
泊
立
苛
勺
伯
刊
に
烹
ベ
〈
判
断
位
ぷ
希
同
タ
J

乙

yA7、
l

半
「
「
製
品
に
附
す
る

d

川
歪
主
力
円
以
刊

に
医
科
j

？
？
λ
、
従
ら
の
汗
動
円
応
Jり
を

rhvト
ム
つ
な
、
フ
で
H

ぷ
ぷ
え
わ
た
f
h
M
牛
ハ
ヤ
マ
l
Aノノ
r
J
f

ン
グ
千
段
、
例
え
ば
製
品
川
配
置
や
プ
弓
シ

下
町
民
刷
、
イ
／
h
h

／チ
J
f
m
w
提
枚
一
応
州
「
を
け
J

、
る
も
の
で
も
苦
い

来
方C
はどJ

'UI！ニ
ti年
L. uっ
と井、
L ＇討
主？？
勺 J;t
た本
うは

の
規
制
の
吋
刷
用
分
行
に
よ
る
稜
品
分
け
を
右
前
し
て
、

提
案
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

成
止
し
よ
指
令
で
は
、
川
胤
削
川
山
止
と
の
一
一
一
州
笠
部
分
は
削
除
き
れ
て
い
る

U

そ
の
有
一
存
は
、

y事

条
や
別
ー
四
球
而
引
で
弓
及
二
一
れ
る
よ
う
へ
誤
訟
を
招
く
取
引
手
段
と
J
4
U
R
T
的
取
引
手
段
で
椛
戎
き
れ
る
、
事
業
者
の
販
売
は
川
町
誘
に
際

、
、
、

し
て
の
小
公
正
山
柄
引
で
J

段
か
ら
消
費
者
の
粁
済
的
利
討
を
山
仮
設
す
る
ル

l
i
7
5調
和
ミ
せ
る
も
の
で
あ
る
c

控巾
f
J
条
は
M
杭

蚊
的
禁
止
を
っ
た
っ
た
の
も
い
、
第
一
一
担
で
で
の
ム
般
前
υー
を
識
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

車
一
丹
、
不
公
正
取
引

T
問状の

マヤー、み日川叶問、

専
門
誌
と
し
て
の
注
託
要
刊
に
反
し
、
か
つ
、

ポ
ド
均
的
泊
費
V
告
の
山
目
減
的
行
劫
あ
る
い
は
取
引
判
針
を
苛
よ
し
く
ゆ
が
め
ゐ
二

と
で
あ
る

い
一
ム
η
ネれ

ム
公
止
淑
引
手
段
の
朴

rr

!){ j、d;''/'):,6 lつ:'6) 日つ8:::ocG. 11 
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不
公
立
取
引
手
一
一
刊
は
竺
止
さ
れ
ァ
マ

以
卜
の
川
明
会
に
以
川
町
山
千
設
は
不
八
ヘ
γ

止
で
必
弓

。l

そ
れ
が
よ
旦
十
円
京
L

〕
て
の
注
ま
袈
咋
ト
反

J

、
か
ぺ

V
」
尚
製
品
に
同
L
、
で
の
千
円
以
が
叩
川
口
ヰ
L
I
れ
市
川
け
ら
れ
て
、
る
、
山
均
的
市
告
者
の
、
ま
た
は
一
定
の
消
費
古
グ
ル
プ
に
向
け
ら

れ
？
に
い
ら
よ
ね
恨
ん
U

に
は
そ
の
グ
ル
プ
の
川
均
的
メ
〆
パ
？
の
、
円
γ
河仙
v
h
H
致
事
韮
＼
ゆ
が
め
る
か
ど
、
行
川
h
円
也
が
あ
ら
場
人
い
い

; 

符
判
的
工
、
は
身
弘
治
泌
さ
＼
相
齢
主
主
U

A「
い
ん
一
や
す
さ
印
ん
に
、
－
t
「
市
手
段
ま
よ
は
そ
れ
U
L
一
回
一
三
よ
る
山
口
同
に
こ
り
わ
け
お
ノ
＼
そ
の
一
一

と
刀
宇
業
者
い
十
介
fyy丸
一
よ
る
よ
ろ
な
、
明
確
い
特
定
P
き
る
河
台
4
4
グ
ル
ー
プ
の
み

m
科
河
川
拝

i

動
J

ア
ー
は
な
什
山
え
L
P
＼
ゆ
ハ
め
ゐ
町
北
刊

の
古
川
ゐ
取
ケ
子
貯
は
、
半
一
J

J

バ
グ
ル

l
y
の

γ均
的
〆
ン
パ
！
の
飢
片
か
ら
許
h
m
k
礼
マ

ω

こ
の
工
一
は
干
店
以
J

J

」
百
動
を
す
る
こ
レ
一
や
丈
｛
f

通
り
凶
刊
一
解
え
れ
る
べ
さ
？
は
な
い
口
動
！
っ
し
て
の
、
せ
一
一
で
じ
い
半
士
－
h
件
出
行
を
そ
こ
な
人
む

m
cは
長
い
（
）

4 

守
、
民
汁
リ
手
L
2
4

ト
ゴ
丸
、
ヘ
フ
立
与
…
は
去
、
一
戸
、
上

r
Z
Z
A」
J

2

p

f
l
i
t
ニ

1
1
1
1
〈

3

j

h

，

」

－

一

F

2

"' 

第
六
条
、
宇
じ
仏
去
、
｛
y
」表、さ
2
る
ー
で
ノ
山
一
、
刊
一
ハ
一
誌
を
括
く
も
の
ご
あ

ωか、

伯尚一八え宍

PFJ九
条
で
｛
一
」
表
さ
れ
ゐ
士
ノ
に
も
比
一
革
命
日
で
あ
る
拘
台
っ

" 
斗川
J
」
下
八

t
l
L
T
 

日
、
い
か
な
る
判
明
〈
円
y
、
も
不
公
ヰ
ニ
ム
な
さ
れ
る
何
日
了
円
以
の
f

ス
l
ヂ
一
九
円
も
〕
こ
の
j
ス
ー
は
す
べ
亡
の
加
盟
d
i
－
－
＝
泊
附
さ
れ
、

名
高
ム
引
の
改
一
に
よ
っ
て
の
み
修
ム
す
る
こ
と
が
て
う
る

1山賀甘仏fまとι｛J、

慨

rrは
、
前
川
逝
山
川
閣
が
戸
及
す
み
ょ
っ
に

( 

i+I 

r_, 
れ

に

：主い
じ＇） ；与
、ドi
iJ.之介よい
を ｝'J
jilj 的
じ消
亡賢

司者
グ

え
と) 

0) 

"(" 

Jつ,, 
iノ

五
（

j
が
、
玖
vw
を
狩
〈
広
告
お
ハ

J

の
解
釈
に
か
v

カ
わ
る

ピ
ー
が
一
本
目
き

1

C
ミ
る
〈

J
i
f
Z
L
P
i
I
j
 
L
か
1
、
也
立
で
は
、

ι
R
t
f
条

第
一
点
で
、
引
だ
の
属
性
ゆ
え
に
弱
者
1
y

判
断
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
仁
は
引
の
基
準
か
妥
当
す
る
ま
た
、

子
、
れ
ら
の
浩
賢
者
恭
準
は

一
羽
旧
軍
じ
め
ご
と
へ
l

ょ

F
j
j
J
I－
－

v
e
i
i
h
 

文
化
的

づ
什
語
的
要
素
を
考
山
い
壮
一
ね
ば
な
ら
ず
、
統
計
的
な
も

E
C
？
の
判
例
一
汗
い
に
淀
い
j

ツ

社
会
的

の
で
は
な
ノ
＼
科
加
盟
同
州
政
判
所
川
山
内
門
町
裁
量
に
服
す
る
も
の
L

さ
れ
る
し

（臥ノ，it・"?J:;5 '1ワ；） CiC'1 つOC5.11, 



一三

肌

ゐ
つ
め
不
公
子
取
引
子
段
は
そ
れ
ぞ
れ
六
、

じ
久
市
と
八
、

れ
る
が
、

H へ.，，，.ペ

九
条
で

紋
条
項
的
少

山山
ωト
ト
ソ

C
L
I
t

－
4

｝
包

ド
い
れ
ぬ
い
一
（
＼

斗＇＂

詳
財
団
を
加
え
す
に
凶
ち
に
小
公
ド

7
2
3
4よ
そ

れ

の

y
－
フ
y
ク
リ

71が
列
挙
、
札
る
c
μ
炉
支
忠
治
問
r引

い
訓
告
似
が
不
可
ょ
っ
に
、
…
…川

v
G
巳

え
U

〉6
 

、jt
 、

第
斗
条
第

一
阜
の
γ

小
川
公
取
J
H
J
T
段
の
一
般
的
主
義
、

（
誤
認
を
拍
／
、
取
リ

第
六
条
か
ら
第
九
条
に
お
け
る
二
コ
の
不
公
（

ι取
EIF段

手
段
、
攻
撃
的
以
引
一
ヨ
段
）

に
お
け
る
こ
つ
の
よ
中
八
訂
正
反
引
子
段
の
プ
ラ
ノ
ク
）
え

l
こ
い
～
i

よ
え
ノ
に

不
公
正
ん
な

いいい録

t
h
u
J
？
？
？
段
の
判
断
基
注
？
が
抽
象
茂
を
山
土
パ
に
二
＼
段
階
的
に
奴
｛
一
心
戸
れ
て
い
る
〕
一
が
、
け
じ
さ
れ
る

吉
万
円
H

r山
認
え
い
刊
戸
、
取
一
ツ
干
段
〆

2
1
4
7出
2
2
4三
え
一
泊
勺
ぺ
門
戸
、

1
2

山
市
中
ハ
孔
A
h

dm認
乞
村
山
く
行
動
尽
凶
L
r
R
w
r
H
W
3
R
5
5

取
引
丁
段
は
、
ヶ
れ
が
点
偽
的
信
号
令
ヘ
ウ
八
、
上
た
カ
コ
一
二
ん
山
川
偽
ご
あ

ωた
比
、
も
し
く
は
全
般
的
従

r
r
j己
比
何
ら
か
の
献
綜
♂
、
以

日
小
す
問
久
王
の

J

ま
F

一
円
級
以
一
院
し
寸
、

t
h↓
↓
認
情
報
誌
事
実

弐
イ
ソ
る
ノ
し
て

4
、
山
均
約
出
費
者
令
官
以
く
か
、
そ
の
利
低
住
が

j72
〉
一
、

J
Z
7
1
t
i
 
い
ず
れ
丹
ぬ
〈
引
い
お
し
一
二
も
そ
オ
が
な
け
れ
は
と
h
な
か
っ
一
一
ざ
ノ
な
取
引
叫
dvb
を
出
現
甘
い
い
さ
せ
あ
ゐ
い

h

そ
の
月
此
v
h
p

あ
る
わ
－
引
日
、
引
山
内
出

J
U
ι

九
消
く
れ
の
と
み
な
〈
れ
ん
ω

削
仇
川
山
川
引
〆
存
存
ま
F

一
い
山
性
到

il,J 

製
川
の
王
要
な
ω耳
慣
、
州
、
ぇ
ゴ
ギ
の
利
川

4
Y
1
件
、
利
品
川
ス
ク
、
動
作
、
情
店
、
日
目
崎
品
、

カ
ス
ク
マ
ぷ

1
ピ
ス
、
J
r

情
処
哩

刊J
叶

U
I
た
は
供
給
の
心
法
と
パ
ト

d

引
波
、
じ
い
的
両
ム
性

e

利
用
法
、
量
、
仕
山
知
、
そ
の
的
理
的
ま
た
は
出
来
「
の
LY
リ
ノ
ン
、
利
出
か
り

J
Y制
さ
れ
る
粘
い
せ
れ
、
町
長
川
山
｝
つ
、
て
寸
ベ
ノ
刊
さ
J

ハ
れ
テ
ミ
ト
ャ
ヰ
一
一
ノ
ケ
の
結
恥
〉
一

ll

工
む
な
持
限

本
ふ
た
討
の
長
一
五
明
日
副
頭
、
民
引
手
段
門
司
山
内
川
、
阪

U
過
程
乃
ヘ
一
店
、

叫なー一

f
は
阿
世
同
一
な
古
川
＋
に
つ
な
が
r
る
一
口
一
引
も
l
く
以
ン
ン
ず

ル
巳
よ
プ
J

は
当
該
＋
宇
品
η
J
O
L
く
は
UR口
ω
ハυ
志
誌
に
つ
な
が
る
一
［
明
も
〆
＼
は
ン
〆
刀
ハ

tコ

似
点
v
b
y
：
は
耐
戒
め
で
ぶ
一
一
万
一
仏
ま
4

L
い

千
円
前
代
1

卜
の
有
利
さ
の
存
伝

ぷ
ノ
ー
ビ
ス
、
部
品
、
交
問
肌
ま
た
は
陪
浬
の
必
主
同



'I 

宇
ヰ
烹
苛
z

d

J

は
そ
の
代
却
人
力
性
質
、
い
向
性
、
権
利
、
開
よ
ゴ
、

4
7
1
、
位
、
斉
評
、
資
格
、
別
ド
、
ぺ
”
、
メ
ン
バ
ー
も

J

＼

μ
澗
H
W

豆
長
、
百
業
よ
、
も

J

く
は
保
体
の
射
す
戸
の
似
十
一
一
ゅ
ん
は
掛
川
な
っ
ぴ
に
宋
吾

符 l

同
州
市
三
J

川
事
去
の
、
消
費
財
川
出
先
L

そ
れ
い
開

F
るいい
J
M
山花
J
の
あ
お
湖
町
円
一
間

t
L

九
九
九
午
五

H
円

己

爪
ν
花〈一

ち
さ
よ
品
＼
】
山
（
の
も
と
と
の
、
’
人
挽
校
な
い
し
世
間
巴
存
会
へ
円
ん
μ
、
消
費
在
の
権
利
、

E
た
は
挺
り

iQリ
ス
ク

ワ

川
Arη
取
引
一
ぃ
ア
段
2
0
tハ巧
U
J
7
C
如
、
れ
の
こ
か
な
九
れ
ゐ
、
す
む
わ
ら
主
に
ー
の
丈
慌
に
お
い
ど
、
そ
の
引
衝
と
が
け
川
手
す

V

＼
て
考
事
し
ぞ
＼

そ
の
♂
十
ア
小
山
が
均
月
消
費

3
に
、
そ
れ
が
な
い
れ

T
タ
ら
な
か
J

た
よ
ミ
と
山
川
川
判
防
士
r
ら
仲
ま
た
一

ur引
刊
誌
注
デ
め
い
、
ぞ
れ
が
以

F

の
点
ゃ
ん
rf
ん
で
い
今
場
合
ー

'"' 
競
争
右
打
良
品
、
州
四
川
↓
間
帯
、

一
工
ー
は
そ
の
恒
川
山
町
占
f
L
マ
！
？
と
混
川
一
を
件
l

み
出
す
よ
う
な
、
比
吠
－
U
I門
を
ゆ
色
、
京
υ山マ

l
ケ
シ

可
ィ
ソ
〆
プ

判
い
て
の
古
川
干
の
で
の
市
予
定
者
が
れ
し
；
引
書
問
〈
刊
に
げ
ま
れ
る
M
K
東
山
汽
埠
守

そ
の
M
K
京
カ
単
な
る
願
望
の
辻
原
て
は
今
く
、
引
時
で
、
検
石
岡
山
山
て
あ
れ
、
か
っ

L
4
7
4
元
高
が
yr

一
円
山
爪
引
？
段
」
お
い
に
、
円
一
い
い
が
行
付
則
前
に
h
d
烹
さ
れ
？
に
い
ん
二
三
ケ
」
ハ
し
一
、
い
る
干
工
一

持可七
ρ
ア一

J
h」
d
b
七
一
刻
ノ
不
f
“お

Z
Z
2
2む
ね

O
E
2
0
2

取
引

T
Jへ
は
、
そ
っ
1
3
入
訳
い
hu
い
て
オ
ベ
ご
の
科
後
三
以
川
た
り
が
一
に
通
信
煤
か
の
制
約
を
f
p
J
虐
〕
て
、
平
均
的
泊
匹
以
者
が
主
派
を
リ
ウ
虐

て
、
情
報
に
不
づ
、
官
引
判
附
多
な
す
に
必
司
法
な
み
、
主
要
な
情
報
ヲ
パ
ザ
目
的
哨

J

て
た
け
、
て
の
ん
一
め
半
均
的
消
費
f
G
が
そ
｝
ご
な
け
れ

1山賀甘仏fまとι｛J、

ω
と
ー
な
か
一
ノ
チ
J
で
多
ろ
、
ノ
取
引
判
断
ヘ
！
な

I

J

は
、
な
一
ど
い
能
刊
九
J

瓦
石
川
一
〈
「
一
に
ば
、
ぷ
ぷ
を
同
町
＼
れ
の
と
み
な
く
一
れ
る

,, 

第
1
凶
町
八
戸
、
小
戸
れ
た
事
担
古
寺
思
し
つ
つ
、
事
業
お
い
か
川
一
頃
で
口
及
む
ふ
れ
た
主
史
な
情
報

Jr－w蔽ト
J
Q
Jか
、
五
日
確
、
町
前
じ
い
か
た
ミ

あ
い
チ
い
な
、
」
一
二
は
冷
寸
に
到
し
な
い
能
叫
て
淀
川
ハ
ず
る
合
、
あ
る
い
は
丈
民
治
ら
町
ら
ん
J

4吻
合
言
除
パ
、
山
1
i必
限
引
マ

J

段

η
山
川
、
引
ど
し

亡
の
包
一
凶
合
町
内
司
J
μ

｝
な
し
持
J
ムU
J
U

て
一
川
、
つ
の
結
果
、
げ
－
均
的

J

山
崎
廿
昔
カ
々
、
で
な
け
れ
ば
μ

～
っ
と
か

J
ん
ご
あ
？
っ
つ
以
引
判
一
出
を

J
j

一
刀
と
っ
～
可
一
「
注
が
み
る
持

J

合
に
は
ぷ
認
を
出
ど
川
合
同
附
i

／
み
な
さ
れ
れ
切
り

（臥ノ，it・IJ:;0 ・1 2g) c;11 つOC5.11, 



イ

取
引

T
Jべ
を
通
ー
れ
す
ゐ
に
め
に
用
い
ら
れ
る
煤
作
少
場
サ
〆
時
珂
の
判
的
少
祝
弓
ゐ
場
什
に
、
乙
れ
ら
の
杭
約
！
こ
、
事
零
封
に
よ
り
、
そ
の

一三

肌

他
の
手
当
に
よ
り
刈
萱
誌
に
い
川
町
雑
多
利
用
円
誌
に
す
る
た
め
に
L

J

れ
た
お
歪
ば
、
信
託
が
省
時
三
一
札
た
か
再
か
の
判
附
に
h
n
v

て
詰
】
店
さ
れ

斗＇＂

令
、

v〈円

t
Eひる

明
へ
勧
誘
の
場
汁
円
以
、
以
内
情
有
が
、
文
脈
カ

b
f
ご
い
引
い
り
か
な
為
合
ヰ
除
品
一
、
正
一
山
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る

日時打市川
ζ

製
片
に
A
v
d
わ
し
い
か
き
1

ノ
と
円
、
製
山
内
一
段
む
ね
猷

二
言
語
の
池
辺
町
怜
一
咋
〆
一
向
サ
ア
ユ
の

i
k

一r
f
J
J
〆
一
ア
ィ
一
？
ノ
一
、
場
合

ιよ
っ
て
は
、
そ
の
朽
の
で
め
に
行
動
Lq
之
、
大
人
の
地

哩
的
住
所
ζ

斗体

,, ' 

わ
況
を
、
ぺ
れ
代
日
、
什
山
叫
州
が
正
日
仁

7
u
h

て
計
川
一
品
百
る
こ
一
ズ
で
き
な
い
場
合
に
は
、
代
何
計
付
与
の
方
法
、
必
止
な
場
合
に
は
、
ー
一
d
F

べ一＼

の
濯
打
点
、
川
此
二
戸
ポ
円
、
口
一
忌
刻
、
ま
れ
は
こ
れ
、
リ
カ
主
レ
一
に
引
し
っ
と
引
じ
て
主
主
い
渇
台
！
日
川
、

か
よ
よ
ノ
な
付
加
的
負
制
へ
J

上
怖
い
た
お
つ
れ
る
明
主

ぞ
れ
カ
与
門
的
U
円
山
の
安
門
と
虫
、
ヘ
ホ
ザ
hu
川
吻
人
足
に
は
支
払
、
引
は
、
現
行
、
苦
情
一
川
川
口
出
4

1
ノン
7

一つ
1

1
の
車
三
一
氏
必

荒
戸
権
を
芦
も
長
山
及
♂
取
引

J

い
二
山
、
ヶ
の
梓
v
v

の
か
什
打

s 

H
ヘハ
U
い
せ
K
J
一
躍
す
さ
れ
た
、

r

、
告
、
？
？
？
？
？

f

〆
グ
を
ヘ
パ
む
取
引
け
丹
亡
の
交
持
に
H

お
す
る
品
川
械
で
へ
件
は
、
そ
の
非
包
括
可
ノ
？
へ
ト
パ
J
叶

村
山
山
一
に
あ
る
よ
刀
、

J

早川町九九ゅ
b
の
乞
み
な
さ
れ
る
υ

信
二
じ

川北
K
r的
収
引
手
一
夜
／
主
2
1
1
5
5円ベ
J2122一コ
2
2
2

持

m
V
マ八
b
穴水

は
撃
的
収
引
手
設
hr加

mqE三
2
2
3コ
J
3と
℃
E
3
5
M

収
引
手
段
は
、
ぞ
の
ど
脈
、

F
べ
て
の
伴
ほ
と
川
川
、
従
を
考
慮
一
亡
、
困
惑
、
物
国
々
の
利
白
山
を
ム
じ
む
、
的
制
、
不
明
成
ド
一
に
主
打
、
。
f

J

〈、干

均
的
治
資
右
の
、
町
民
山
戸
隠
す
る
選
択

t
t二
行
為
円
山
出
を
花
、
J
V

km
制
民
、
消
費
ゃ
に
七
、
ー
で
な
け
れ
は
」
ら
な
山
ハ
た
で
あ
F
＼
取
引

判
断
苓
引
き
H
U
こ
れ
か
、
そ
の
つ
也
生
が
あ

J

九j

ょ
っ
fo
場
合
に
は
、
立
輩
出
と
み
な
ν、ト引いる

佐一れんんぐ

団
謀
、
叫
訳
、
不
当
成
町
の
利
肘

あ
7
4
N
J
引

T
設
が
刈
誌
、
物
月
力
的
利
同
合
人
口
心
的
訳
、
不
当
崎
正
士
用
い
い
と
刀
八
つ
判
出
L

際
L
一
三
、
以
ー
の
い
円
デ
ち
慮
、
れ
る
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ぞ
れ
タ
ノ
ミ
ニ
グ
、
地
所
、
刊
司
、
ま
」
い
w
V
7
E
L

il,J 

威
嚇
的
三
f
は
罵
倒
川
＝
門
出
と
た
は
2

動
の
的
山
田

山川宗
L
1
1
刀
加
っ
て
い
る
、
日
官
官
の
判
断
キ

I

」いな
1

V

止
の
判
定
、
三
小
山
地
主
七
は
状
記
を
製
I

凶
に
閑
；
ノ
J

消
費
百
の
判
断
に
H
M裂
を
守

A

る
た
め
に
引
け
川
ナ
る

L

，4
ほ
ん
口
に
ー
一
山
市
r日
L

よ
コ
」
メ
モ
ペ
一
昨
之
、
J

M

r

ー
な
る
か
、
不
相
。
？
と
俗
、
契
約
一
人
出
り
ん
〕
な
い
障
害

消
叫
は
片
が
、
ぃ
目
、
約
の
解
消
ま
た
は
池
内
長
川
門
H

も
し
く
は
李
主
肯
い
変
凡
寸
令
桂
利
を
青
み
、
射
し
れ
ー
の
な
叩
川
ソ
乞
打
慢
す
ら
こ
ど
を
翠
ん
と

占
町
一
一
に
は
り
え
な
し
行
財
キ
一
こ
品
、
」
い
常
に

第

一
条
に
よ
り
、
事
業
持
を
4Hめ
た
、
人
ま
ん
人
は
組
総
が
、
当
J
J
不
公
rl
取
引
手
段
の
い
弘
行
継
続
停
止
な
い
し
宇
前
差
止
を
提
訴

す
る

F

）
と
が
で
き
る
よ
う
な
制
改
的
対
！

ιチ
加
盟
五
は
す
ゐ
必
要
が
あ
る
n

本
指
へ
J

に
対
ー
で
は

以
下
め
よ
う
な
問
題
点
が
指
油
さ
れ
L

い
る
〈

い
し
り
わ
け
契
約
の
有
効
性
、
締
結
、
ま
介
は
効
呆
に
持
ず
る
ル

l
ル
に
影

そのい門…
1
y

ま
ず
、
上
下
桁
へ
J

久
本
二
取
は
、
一
本
指
令
は
、
何
人
約
法
、

州
日
ゲ
ニ
J
ょん
J

な
い

と
は
定
ヲ
る
沖
、
本
指
令
が
不
公
正
取
引
行
為
L
Y
3

る
行
為
を
主
主
再
が
な
し
た
と
さ
れ

そ
の
か
い
さ
り
亡
、

半
指
〈
J

は
限

んl
く
IF一山
に
川
民
同
訟
が
当
該
契
約
千
は
た
し
て
完
全
に
ぬ
ー
刻
1
y
、
み
な
し
う
る
の
か
は
疑
問
と
言
る

1山賀甘仏fまとι｛J、

り
か
か
ノ
、
契
約
一
一
政
ル

i
ル
に
事
実
上
心
介
一
人
少
｝
て
U

る
も
の
と
詳
引
き
れ
亡
川

先
行
す
る
比
較
広
害
指
令
と
の
関
係
ず
は
、
ム
i

指
令
が
湾
朝
日
、
哀
の
が
済
的
利

F

ハ
川
に
限
定
す
る
の
一

ム可
d

一
メ
に
ト
ハ
る
司
｛
心
ム
へ
y

I

J

て
い
な
い
戸
ま
さ
仁
、

、九五司、μ土、

ノ
I
f
J
？、

－m刃一
山
仁
つ
い
一
f

、の持町

的
ー
シ
セ
プ
ト
ゃ
展
開
F
る
E
C
！
の
努
ん
に
反

比
較

E
Z指
廿
で
は
、
中
↓

｝
〕
、
岡
山
法

υ

よ
領
域
を
八
γ
以
内
’
二
、
規
律
し
よ
う
こ
↑
う
る
も
の
こ
し
て
釧
刊
さ
れ

ま
た

あ
え
知
事
会
者
の
行
為
が
本
指
へ
υ
で
定
義
さ
礼
ぷ
公
』
取
引

T
没
に
で
か
門
す
る
か
点
一
か
の
汀
断
は

、
、
、

ま
ず
各
」
山
山
祝
日
裁
引
所
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肌

が
な
す
こ
1
y

に
な
る
が

は
た

L
L
E
U全
域
亡
の
統
一
件
を
従
い
け
で
九
ぷ

一
段
条
反
や
介
し
て
そ
の
引
い
桁
が
な
さ
れ
る
わ
も
ム
円
：

の
ー
か
ド
ト
つ
い
て
、

危
川
県
が
弔
さ
れ
て
い

斗＇＂

第

味
合
ス
キ
ャ
ム

相
川
々
の
問
題

t
な
る
領
域
約
境
作
の
統
合
を
…
批
准
的
い
れ
込
め
る

E
U
は
、
そ
の
過
程
で
が
ま
主
ま
な
統
合
ス
キ
ラ
久
を
問
先
7

）
、
試

み
て
き
た
υ

ノ
て
れ
ら
は
人
～
f
J
U
完
敗
さ
れ
つ
つ
あ
る
ハ

N
M
下
で
そ
れ
ら
を
日
次
検
討
す
／
山
口

,,,, 

域
内
市
場
条
項
ニ
2
2
2
Z
J
ミ
T
2
n
F
5
2
、
本
百
件
、
ド
問
、
右
立
本
訟
原
則

小
公
京
成
引
手
）
技
指
令
の
原
草
案
四
条
一
噴
は
、
光
ヘ
工
調
和
次
羽
仏
本
vmmリ

）

と
結
合
し
よ
本
河
法
主
義
t

｛ね
5
ゑ
認
れ
印
刷
）

rvTV「
五
一
口
古
吉
三
℃
一
立
を
河
】
ど
し
て
い
た
c

相
川
久

A
m
T

ム
十
業
者
は
、
内
RJヤ
ボ
品
川
亡
あ
る
耶
盟
ム
A

一
灯
式
一
利
へ
刊
で
布
わ
さ
れ
る
泊
去
に
八
日
t
れ
ミ
一
冊
司
法
思
に
従
つ
の
み
で
よ
い

J
ト
一
烹
／
併
が
市
J京

す
る
司
盟
諸
は
上
記
っ
迫
守
札
γ

帯
保
せ
よ
九
ば
な
ら
な
い

七
市l
w 
ζ 力l
iよ椋
な凶
らは
な、

、＇＇.＂ ~I、
礼三

h. 

社
会手、5
'"" ー捗
ι門町1¥'1 
時4
L～ 

才し

る

rn 

山
リ
地
A
－V
7
リ

川
団
主
に
よ
り

サ
ー
ビ
ス
時
住
川
内
川
市
も
わ
円
以
引
な
移
動

め消
る t'I
！店、 ネキ
j!'13保
も 護！
ti'; 、
J前ノとの
さ 業各
; I 行義
心即j 性

の 多
汁おi
，，十↓

8'c 141 
性＂ ·~皇
もし
fij 2' 
J埠れ
さ r

才L ' ' 

心 ゐ

σ〉

れ
た
凶
際
私
法
λ
、i
ル
を
読
み
つ
山
了
？
？
〆

Jrゐ
試
み
や

主
た
、

山
所
に
お
け
る
コ
ン
ト
行
ル
以
則
の
池
含
寸
る
場
淵
を
見
極
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こ
の
仙
州
政
の
商
trJU

九
じ
九
午
の
力

γ
7、
判
決
市
川
一
掲
示
三

「
輸
入
国
の
苅
制
が
強
行
的
安
講
を
み
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
輸

出
国
守
中
」
I

政
商
n
山
が
円
位
以
に
流
通
を
承
認
さ
れ
て
い
る
か
v
戸
り
、
輸
一
人
凹
む
心
不
認
せ
ね
ば
な
り
る
、
二
γ

）
フ

L11
、L
〕一一

J
r
7

t
サ
ノ
f
ノ

y
h
u
y
L
Lヒ
付
小

へμ
泊担＼山山日＼
H
h
H
川（
υ

一
条
、
一
一
粂
（
テ
レ
ピ
汝
…
一
民
事
業
者
の
悶
染
地
図
の
伝
令
渓

J
義
務
、

そ
の
か
さ
れ
ノ
て
の
受
れ
固
め
コ
／
ト
ロ

i

し咋汁へ
J
h
↑

ζ
に
〉
、
ノ
L

J

に

2

＋

I
R一
：
、
凶
ふ
て
v
h
J
Y一

一
九
九
七
司
の
デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
二
判
決
〈

R
5
5
2
2
C
5
5
r
2
5
2
ニ

ピ

（い

ω
品
、
守
山
い
か
＼
じ
い
臼
品
＼
叫
ん
W

R
（刀

あ
ふ
」
（
中
叶

ZV也、吋）

ヘリ川ピマ
SJJ

i
t
；、

一
九
九
ん

U
年
の

は
、
干
の
原
則
に
よ
る
幼
県
宇
一
フ
レ
ピ
指
令
に
よ
リ
講
和
三
れ
と
閉
山
一
い
限
心
し
み
。

山
ん
い
松
広
牛
円
指
へ
と
一
司
条
は
完
全
一
品
印
を
規
ど
す
る
。

一
crJ〈
ハ
ハ
）
刊
の
な
子
取
引
指
令
出
口
（
）
＼
ニ
＼
町
内
一
条
二
項
は
、

ア
レ
ピ
品
川
人
す
と
同
士
八

な
り
、
訊
印
送
れ
た
剛
山
間
に
限
定
せ
ず
、
加
辺
川
崎
が
印
山
川
、
、
l
↑
二
ケ

i
シ
司
ン
に
設
定
す
る
す
べ
一
丸
町
民
件
に
こ
の
原
則
が
妥
当
す

み
γじ
の
と
し
た
が

宋
迎
崎
、

も
認
め
る
。

作
亡
円
一
本
訪
問
山
引
は

川
限
｛
疋
の
カ
シ
ス
判
決
に
川
町
［
ま
り

前
♂
ず
し
ょ
に
出
荷

4
h刊
恨
む
ず
る
も
の
か
ら
、
協
議
さ
れ
れ
ん
領
戒
を
も
ん
丙
も
も

の
と
鋭
化

L
て
い
る
。

ぢ主

＂二
と〉

調
和
当

規

止、
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ム
川
西
お

一〈）

C
N
rぃi
の
サ
ー
ビ
ス
指
令
支
は
本
同
法
主
義
～

A
p
p
k
n

ノ
叫
d
T

J
i
f
L
f
f
 

や
一
段
唱
的
に
設
け
亡
お
り

一

hω
札
木
」

士
一
札
朱
〕

例
外
を
設
げ
ゐ
忠
由
l
r

し
て
、
第
に
、
現
存
の
ht
じ
立
は
が
受
け
入
れ
向
山
H

H

l

ル
ム
他
出
を
指
ぶ
し
て
い
る
湯
〈
J

第

あ
三と

1山賀甘仏fまとι｛J、

り
に
加
盟
問
問
の
ア
ブ
汀

i
iノ
が
異
な
る
場
台
ヤ
ド
い
じ
統
介
レ
ベ
ル
が
不

l
分
な
場
な
が
島
り

一
れ
ら
山
場
ん

nr本
国
民
、
五
義
チ
採

用
す
る
ご
L

が
で
き
な
い
か
ら
し
に
す
布

d

例
外
山
内
容
－

ru伎
を
め
ぐ
勺
一
、
審
議
中
で
あ
る
c

不
囚
汗
ハ
i
義
を

E
U
M問
国
の
実
憶
を

に
ら
み
ワ
一
～
柔
軟
に

d
Rア
L
J
J
ノ
Y

一
す
る
試
封
印
と
ぶ
、
、
川
江
戸
h
h

戸
れ
る

ν

一
ん
7

ぺ
人
ギ
の
法
陥
令
制
服
サ
ー
ビ
ス
お
ん
…

τ42＼

午
の
消
智
ハ
チ
ド
併
出
向
ム
ド

｛

υ
4
4
正

一一ハ）（ハ

削
除
さ
礼
た
υ
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肌

'bl 

法
小
限
調
和
と
完
ん
調
和
～
加
盟
問
の
よ
じ
続
制
的
な
ー
υ一
誌
の
g
u否

J

斗＇＂

（
相
互
忌
刃
胤
広
則
で
哀
れ
ち
さ
れ
る
I
／
一
レ
て
心
ご
市
場
鏡
台
E
ヂ
叶
ル
ト
り
児
た
中
注
半
析
さ
、
谷
川
叫
盟
問
的

K

秩
序
に
お
い
て

5
ぇ
起
こ

3
μ
る
凶
作
川
市
が
は
説
よ

最
小
限
刈
ね
｛
じ
式
の

ー

し

戸

、

ミ

ア

3
3

1
一
、
ノ

近
時
の
F
M
A
ド
桜
案
に
は
ら
れ
る
完
全
訓
和
之
式
の
組
問
は
こ
の
ャ

f

一
キ
反
嘆
し
て
い
る

p
n
一

／
丈
？

既
に
淫
べ
た
よ
ー
に

コ
ミ
ン
ョ
ノ
の
な
阿
は
J

法
過
程
に
お
い
て
修
医
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
一
沈

日
ト
の
ー
ル
守
ろ

灯、ふ川町叫
h
v
o

ん
一
公
止
恥
引
♂
婦
人
ρ
が
友
人
調
和
｛
一
心
え
を
採
い
い
一

γ
て
し
る
こ
と
は
、
位
以
理
司

μ
で
訂
さ
れ
て
い
る
が
、

指
令
一
条
t
u
J
引
が
本
指
令
の

度
内
法
化
際
限
佼
ハ
年
間
川
を
限
っ
て
、
例
外
的
に
、
＋
質
的
か
つ
注
釈
性
を
方
た
す
と
い
う
豆
ず
れ
の
T

で
、
憎
ん
ド
の
基
冷
」
っ
ち
出
限

的
む
し
く
は
川
坑
制
約
な
Th方
法
規
定

と
い
ゐ
白
に
よ
っ
見
体
的
に
羽
れ

F

、
い
る

U

従
来
の
最
小
以
前
利
定
式
に
め
れ
ば
、

こ
れ
ら
の

R
J、4
J
U
閣
f
ん
は
当
然
存
続
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
－

完
全
訓
布
レ
f

一軒
U
承
認
の
窺
J

州
沖
が
議
ヘ
即
さ
れ
と
い
る
η

と
な
る

す
な
わ
仁
、
完
全
調
和
定
式
市
町
場
合
に
は
和
げ
承
認
原
引
は
余
分
な
も
の

れ
て
い
る

E
U
h口
白
の
は
刈
念
の
T
1
犬

E
じ
柿
以
内
の
剥
仰
の
必
要
は

E
U魚
肉
の
タ

i
ム
ム
ザ
必
要
し
Y

一
さ
せ
る

f

そ
れ
は
、
各
加
山
間
同
町
山
川
方
的
渋
作
用
訟
を
採
用
♂
た
場
ム
n

に
と
じ
う
る
逮
柄
、
に
レ
ふ
る
誤
解
を
い
払
拭
ず
る
シ
プ
つ
消
係
的
立
味
の
み
な
ら

1
、
域
内
九
域
に
す
υ

せ
る
と
い
よ
占
笠
間
が
お

U
開
国
の
法
律
川
誌
の
ど
れ
こ
ち
で
え
る
だ
け
一
隠
れ
た
、
そ
の
苦
味
で
一
円
以J
で
は
わ
か
り
じ
く
し
U
円
の
概
FE
か
け
応
極
的
に
安
請
す
る

の
JL
し
内
弘
心
」

k j、d;''/'):,6 i，つ 3,,,9' G :::ocG 



本
出
か
ん
1

ぃ
例
を
1
y

れ
ば
、
締
結
ι
則
的
段
階
に
お
け
る
出
資
V
告
の
口
立
を
ほ
保
す
る
た
め
の
用

tyu
し
亡
、
経
一
神
的
わ
効
「
十
7
条

が
用
い
ら
れ
亡
ぜ
ツ
引
の
向
的
「
て
ミ
ユ
一
ヶ

i
ン
ョ
ン
、
活
人
勧
誘
も

市
ハ
）
、
結
吋
T

に
悲
勺
く
判
断
（

J
来
三
、
取
引
吋
断
ご
久
木
K
）

同
様
で
あ
る
じ

：ι，， 

U
盟
問
と

I
U
と
い
一
ノ

応
性
仁
白
米
「
ゐ
き
｝
」
み

公
lt
・T
h

公
花
の

j

口
ソ
パ
立
川
砕
い
し
う
も
の
か
本
当
に
存
け
い
止
こ
っ
ム
惜
の
か
と
い
う
疑
問
に
対
〆
て
、
本
指
令
は
、
目
以
球
ー
一
げ

で
↓
コ
及
ζ

れ
る
と
う
に

初
判
明
川
名
問
的
仙
値
禁
法
か
ら
の
や
E
秘
的
分
離
を
試
み
て
し
ゐ
。

zf、パ一ト
l山

4
1
l
 
裂
口
出
あ
る
し
は
メ
宇
ィ
ア
ド
関
連

つ
！
日
た
限
定
的
手
」
↓
マ
ル
ル

i
ル
で
あ
る
n

そ
の
よ
っ
企
分
維
は
木
作
に
店
長
に
可
能
な
の
か
認
誌
の
判
断
幕
凶
に
も
加
盟

し
か
し

で
い
の
価
値
茶
宇
が
影
響
す
る
引
で
は
な
い
か

t
い
う
け
乱
開
が
山
川
さ
れ
て
い

世
史

同

情
叩
「
ア
ノ
七
ブ
〉

市
慌
を
法
切
い
」
。
J
え
て
叩
泊
費
詩
的
判
断

γ
委
ね
る
と
い
う
コ
、
セ
プ
ド
は
、
ι
ー
ル
打
寸
る
お
ノ
く
の
花
人
J

に
も
十
八
店
1

て
み
ら
れ
る

T
工法

？
に
あ
り
、
れ
ど
仁
の
ボ
リ
、
ン
ー
が
出
費
サ
円
以
護
l
r

泊
費
者
へ
の
信
長
蛇
恨
の
問
に
一
緊
滑
な
出
町
内
ド
を
寸
J

三
、
い
る
こ
L
f
J
を
指
梢

t
る
判
決

1山賀甘仏fまとι｛J、

へ戸い出

M
Z
z
c
t
円
（
リ
ド
（
（
ppω
司

ω
3
N＼
m
h
却
亡
沼
津
）
］
何
内
向
雪
山
叶
〈
叶
山
片
守
主
）
）
）

ニ
可
お
①
）
も
あ
り
、
加
山
山
川
町
一
律
分
止
溺
制
を
表
示
義

務
規
制
〈

せ
る
機
能
を
有
）
た

d

礼
制
手
段
の
相
当
性
に
か
か
わ
る

は
、
ご
の
点
は
、
認
認
を
お
＼
不
作
為

に
見
、
つ
れ
与
す
削
ヘ
ト
ノ
品
川
町
議
し
購
入
勧
誘

、
七
条
問
項
）

ー主
H
fえ
川
主
主
ハ
叱
争
点

f
i
f
f弓一一
j
l

区
別
を
、
締
結
前
段
階
で
の
岡
信
（
こ
れ

る
こ
絞
争
法
ヒ
の

－A
成
立
）

が
一
刈
？
戸
、

す
み
よ
わ
ち
広

規
制
は

〆ば

L
ぱ
二
一
…
併
の
竹
格

え
一
争
的
市
場
取
引
手
段
の
助
制
的
J

ン
ト
口
ル
と
河
時
ー
い
、
九
人
約
点
リ
リ
献
の
領
域
に
お
け
必 ｛勺

（臥ノ，it・'?J:;0 '1 3S）〔＇＂＇ つOC5.11, 



一三

肌

つU
一

最
初
の
ほ
触
の
ほ
制
）

を
も
》
一
て
い
る
詩
人
約
一
忍
は
、
七
条
山
一
掃
討
が
列
苧
す
る
車
要
な
信
市
川
引
が
不
峻
す
る
よ
う
に
、
山
中
な
る

中
込
み
の
誠
一
引
で
は
な
い
r

ま
た
、
広
告
ト
ト
お
け
る
記
載
の
限
定
、
広
告
の
児
休
牲
の
r
h
皮切

一
、
い
み
の
古
住
民
刊
誌
の

斗＇＂

度
の
派
操
作
山
も
ね
ら
っ
て
乙
心
「

問
題
主
？
ぐ
は
、
仙
の
指
令
に
お
け
る
情
円
以
N
K
仇
義
務
1
f

の
悶
係
が
お
一
局
さ
れ
て
し
る

ノ
ご
り
わ
け
、
ふ
れ
指
令
が
川
提
ζ

す
み
ボ

汁ノン

（
完
全
一
訓
利
】
刀
最
小
限
調
和
か
）

庁
？
異
な
る
こ
と
に
よ
り
、
義
務
の
近
広
め
が
訓
相
が
丘
じ
て
v
v
ま
う
こ
と
が
危
杭
戸
れ
て

v

第
凶

競
争
リ
刊
の
機
花
笠
化

本山引何人ハいを

z
i
ロ
ソ
パ
レ
ベ
ル
で
お
俗
ド
ョ
併

L

す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
は
と
の
沈
較
で
は
あ
る
が
、
以
内
の
よ
う
な
刻
沈
が
4
9
考
F

ド

f
ツ
灯
研
究
名
は
刀
、
の
己
つ
の
変
化
を
ご
こ
に
社
一
山
み
取
る
こ
と
が
前
山
と
す
ゐ
。
木
公
止
抗
予
J
n
d
pつ
市
場

4

な
る
。

J1臼
わ
ら
、

ミ
？
一
ケ

l
シ
ョ
J

の
規
範
的
把
持
へ
、
保
訟
を
長
づ
る
消
費
者
カ
ら
責
任
を
一
日
党
ず
る
ア
ク
ア
ノ
吋
な
消
費
者
へ
、
身
分
間
違
前
職

業
法
か
ら
ダ
イ
ト
ミ
ァ
々
な
K
札
業
一
本
渋
へ
、

U
A
t
n
？
り
取
引
い
初
、
三
三
一
ケ

l
ン
コ
ー
〆
へ
、
良
俗
小
ら
フ
L

ア
ネ
ス
へ
、
点
目
芯
↓
込
止
か

ら
ん
告
書
へ
の
浩
司
提
渋
要
誌
へ

J
一
点
ほ
か
ら

g
r
o町
内
。
主
に
巳
へ
、

で
あ
る

二
こ
で
指
摘
き
れ
る
変
化
の
安
素
な
い
し
叩
匹
は
相
互
に
仰
向
山

rる
も
の

C
あ
る

J

ノ
ヌ
な
わ
」
円
、
ペ
イ
ソ
の
不
正
抗
予
均
止
法
は
、

近
時
14

の
げ
な
で
に
も
か
か
わ
ら
す

そ
の
ゴ
ン
セ
プ
ト
は
当
初
の
特
別
不
十
仏
行
I
d
l
y
」
U

つ
れ
討
つ
け
を
悦
ぶ
、
い
な
い
が

f

口
y
f

の
次
冗
で
は
、
共
同
体
の
経
済
作
制
が
市
場
。
フ
7

之
ス
の
一
恵
j
K的
1

ン
i
ロ
ー
ル
を
め
芯
し
、
競
争
概
念
か
桔
吋
将
司
一
ア
ル
中
茶
伐
に

民
間
さ
れ

v

か
に
市
場
コ
ミ
三
一
ん
ノ
ャ
ン
ー
ン
が
円
滑
か
、
，
機
前
的
に
ど
ん
川
抗
さ
れ
る
か
／
一
い
う
飢
ト
パ
一
】
1
J

ら
規
律
ち
れ
て
い
る
、
そ
一
）

か
勺
は
、
消
費
υ
十イィ市川一も

計
村
、
極
的
に
情
J
Mゃ
引
出
し
て
行
肋
す
る
そ
ヂ
ル
が
川
掠
こ
戸
れ
明
君
ソ
吉
川
漆
も
ふ
れ
に
凡
応
し
た
域
内
市
旧
制

ん
成
に
わ
た
れ
り
白
ヨ
に
治
訪
す
る
モ
デ
ル
と
な
る
1ζ

日
出
航
さ
れ
る
υ

!){ j、d;''/'):,6 i，つ 36)gc8 :::ocG.11 



第

五

平

ノA

ゲ〉

ま

討ん

γ
子
的
ム
円
片
の
博
保
に
に
る
山
山
崎
悶
汝
な
ら
び
に
有
効
に
機
隠
せ
る
対
抗
争
確
保
と
、
高
水
市
ー
の
泊
費
者
保
護
的
、

二
つ
の
安
誌
は
解

け
な
い
ジ

ν
ン
コ
主
の
だ
ろ
λ

か
r

域
、
門
叶
坊
の
ア
ク
ャ
と
し
て
仔
旧
制
「
る
消
費
者
、

弔
巣
立
は
、
加
盟
問
特
有
の
正
化
的
偏
γん
の
ム
ぷ
敗
今
日
認
め
ら
れ
つ
つ
も
、
そ
の

考
慮
は
限
界
が
あ
る
ハ
ま
pj

、
ヴ
ク
タ
7

の
特
性
の
実
情
も
限
界
が
あ
る
」

E
U法
が
脚
内
諾
的
域
内
市
場
と
い
う
場
（
布
貯
な
い

場
）
下
川
M
J

山
動
ム
ゼ
助
か
行
一
な
い
前
民

1
0
っ
と
も
｝
礼
日
外
来
約
に
必
げ
心
泊
費
者
保
護
符
の
政
策
が
相
対
的
に
草
視

5
れ
1
4
3
た
ヨ

に
J

伯
弄
す
る
な
ら
ば

絶
対
的
税
約
て
は
な
い

と
す
ゐ
か
ら
て
あ

η
、
F

一
円
相
帆
口
か
ら
ロ
れ
ば
、

R
U
の
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
の
え

川
明
い
「
不
一
の
丈
化
的
対
有
性
の
尊
重
か
ら
来
て
い
る
切
盟
当
の
z
人
化
的
河
有
性
の
ぷ
J

一
応
や
年
少
者
や
お
F
向
者
な
ど
の
沼
市
討
者
特
性
の
考
海

は
、
統
一
り
がF

ル
l
ル
化
を
阻
む
異
質
な
史
＋
弘
前
！
と
い
う
べ
き
だ
ろ
っ
乙

す
公
正
取
引
下
段
指
令
第
心
条
第
一
取
は
、
府
神
的
ま
た
は
易
体
約
弱
さ
、

午
前
…
ま
た
は
信
じ
ゃ
い
ヨ
さ
ゆ
え
に
、

当
該
手
段
ま
た
は

そ
れ
↑
間
違
3
る
製
品
円
と
じ
わ
け
市
川
一
く
、
そ
の
こ
と
が
事
業
者

γ
l分
予
見
で
え
み
よ
う
な
、
明
確

き
る
出
費
者
グ
ル

1

ァ
に
つ
い
じ
一
以
成
し
て
い
る
〔

一
般
的
某
市
ー
し
て
の
半
均
的
泊
費
者
刀
ら
の
品
収
を
こ
の
」
う
に
定
川
県
化
し
て
と
ら
え
、
犬
十
な
酒

1山賀甘仏fまとι｛J、

別
判
断
ト
ト
川
相
、
り
な

J
V
E
1
配
慮
〆
一

J1v
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
「
勺

脆
川
山
な
グ
ル
ー
プ
の
平
均
的
メ
シ
バ

i
ヰ
判
断
法
却
と
す
る
一
」
！
と
と

制
々
の
泊
費
者
山
叶
け
N
U
・
能
力
と
姻
問
的
ト
ト
判
断
ヂ
る
こ
と
I
／
一
の
羽
山
涯
は
久
I
中
I
に
待
相
体
で
き
る
の
だ
ろ
λ
ノか

d

他
方
で
は
、
出
盟
阿
の
γ

主
化
の
各
校
性
・
阿
告
性
の
奪
三
は
、

E
U
が
条
約
に
お
ど
」
清
保
寸
る
要
請
♂
い
に
も
ふJ

ご

－

H
リ
き

て

l
p
t

の
校
本
ド
が
あ
ゐ

v

二
つ
の
矛
盾
す
担
一
芳
司
令
い
か
に
場
而
ご
と
に
訓
笠
’
て
い
く
か
、
そ
の
戦
時
ヤ
ボ
リ
ン
ー
や
さ
め
織
か
く
、
般
討
す

る
？
了
〆
一
が
判
中
日
戸
市
さ
れ
て
い
る
。

（臥ノ，it・IJ:;0 '1 3'i) "'" つOC5.11, 



一三

肌

E
じ
め
品
費
者
像
は
、
多
様
な
清
恨
提
供
義
内
初
等
一
｛
、
切
符
℃
わ
か
い
や
r

i

f

f恥
亡
、
契
約
過
程

f
て
の
？
ル
皮
侍
保
さ
れ
蛇
洪
さ
れ
る

約
裂
を
的
ほ
に
川
仰
併
し
、
契
約
締
結
μ石
川
河
断
士
的
停
に
行
、
つ
平
均
的
か
っ
債
照
的
泊
費
名
で
あ

η
、
そ
よ
か
り
は
み
出
る
安
芸
は
外

Jミ
「

そ
の
児
段
に
レ
つ
対
処
ず
る
か
が
現
引
の
問
題
で
あ

n

川悦nu巳お〉nhv 

；

！

日

；

i

y

戸

、

）

別
供
で
取
に
河
川
っ
た
よ
と
が
あ
る

ft
 

、
、
、
、

7

弱
者
保
護
に
も
弓
庶
）
を
す
る
加
山
内
？
止
の
旧
安
山

一
Ad

－－リ

一
川
尻
争
的
』
問
人
約
川
川
内
と
と
ら
、
ス
る
見
解
が
参
考
と
な

一お

ヨ
l
ロ
ソ
パ
↑
ぞ
い
判
法
レ
附
け
り
つ
る
ょ
っ
仕
体
系
前
六
一
容
を
す
で
に
端
、
λ
て
い
る
と
い
う
け
見
併
も
あ
る
し

ま
た
ム
y
L
M
刊
の
問
題
だ
ろ

7
4
そ
の

X
い灯
TJ
に

' 、
ソ

斗＇＂

一
守
的
金
妥
協
的
安
－
一

tr
も

ν
え
に
う
じ
縫
か
に
こ
千
弘
山
青
区
保
識
で
島
る
が
、
々
什
加
山
田
川
凶
が
予
定
す
る
従
山
本
型
の
浩
賢
布
石
没
、
と
の
距

シ
ー
ン
エ
国
ー
の
1

t
ロ
ヅ
パ
契
約
法
一
、
血
C

i
／
プ
つ
U
忠
択
肢
が
控
え
て
い
る
か
も
｝
〆
れ
な
い
c

そ
」
に
お
ご
、

ψ
引内
H
ヌ
保
誌
の
安
清

は

殺
契
約
法
と
い
う
日
一
組
に
ν

う
以
り
込
ま
れ
る
べ
き
〆
ろ
う
か

こ
の
U

に
つ
き
、

一コ？

U

ソ
パ
知
人
約
J
H
に
闘
す
る
一
4

ミ

yン，
fuy研
究
考
グ
ル
プ
の
助
主
に
つ
い
て
は
、

、
、
、
、
、

け

口

y
パ
消
費
者
比
一
を
核
心
で
は
経
済
法
て
あ
る
と
と
ら
、
ズ
、

ご
、
J

、

手ハ
d
b
y小

者
法
と
対
比

L
、
ヨ
ロ
ッ
パ
羽
翼
名
契
約
法
を
競
争
法
円
支
配
一
、
の
む
と
て
の

る
〈
怯
方
で
は
、

E
U
ア
L
L

は、

内
情
へ
朽
の
見
併
に
対

L
て
は
、
流
に
け
ん
て
き
た
よ
う
へ

E
じ
ア
キ
は
、
現
吋
点
と
は
出
ー
約
、
あ
り
、
条
約
一
の

υ一
法
権
浪
に
坊

7
ゐ

制
約
の
変
化
、
じ
わ
じ
j
の
行
到
、
加
盟
国
の
行
羽
な
と
の
畑
互
作
川
1
y

し
て
山
市
次
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
↑
契
約
け
一
点
私
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